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ぶどう産地の心に触れる
勝沼中学校ジベ処理体験（5/14.15）
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伝
統
的
な
主
屋
や
蚕
室
・
・

往
時
の
山
村
風
景
が
広
が
る
上
条
集
落

　
「
養
蚕
の
隆
盛
を
い
ま
に
伝
え
る
山
村
集

落
」。
今
回
重
伝
建
に
選
定
す
る
よ
う
答
申

が
あ
っ
た
上
条
集
落
は
、
重
川
が
や
や
緩
や

か
に
な
る
小
田
原
橋
か
ら
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ほ

ど
北
上
し
た
場
所
に
あ
り
ま
す
。

　
小
河
川
が
つ
く
っ
た
小
さ
な
扇
状
地
に
、

金
剛
山
と
呼
ば
れ
る
細
長
い
台
地
が
南
北
方

向
に
は
し
り
、
台
地
北
端
の
付
根
部
分
に
所

在
す
る
集
会
場
を
兼
ね
た
観
音
堂
を
Ｕ
字
形

に
囲
む
よ
う
に
、
ひ
な
壇
状
の
集
落
が
形
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
金
剛
山
に
は
、
観
音
堂
、
金
井
加
里

神
社
、
真
言
宗
福
蔵
院
が
あ
り
、
宗
教
施
設

が
集
中
し
て
い
ま
す
。
特
異
な
地
形
そ
の
も

の
が
信
仰
の
対
象
に
な
っ
て
い
た
よ
う
に
も

思
わ
れ
ま
す
。

　
上
条
集
落
の
成
立
に
つ
い
て
は
定
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
近
く
の
上
萩
原
地
区
に
は
、

16
世
紀
に
経
営
さ
れ
て
い
た
黒
川
金
山
で
金

の
採
掘
に
当
た
っ
て
い
た
金
山
衆
の
一
人
、

中
村
弾
左
衛
門
尉
が
居
を
構
え
て
お
り
、
伝

承
で
は
中
村
弾
左
衛
門
に
結
び
付
け
て
集
落

の
始
ま
り
を
説
い
て
い
ま
す
。

　
山
梨
県
の
甲
府
盆
地
東
部
に
広
く
分
布
す

る
茅
葺
切
妻
造
主
屋
は
、
甲
州
市
で
も
ま
だ

相
当
数
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
上
条
集
落

の
よ
う
に
一
つ
の
集
落
内
で
ま
と
ま
っ
て
保

存
さ
れ
て
い
る
例
は
稀
で
す
。

　
茅
葺
切
妻
造
主
屋
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る

「
突
き
上
げ
屋
根
」
は
、「
煙
出
し
」「
明
か

り
取
り
」
と
も
呼
ば
れ
、
養
蚕
の
振
興
に
伴

重要伝統的建造物群保存地区
甲州市塩山下小田原上条

養蚕の隆盛を
いまに伝える
山村風景
５月１５日に開催された国の文化審議会で、甲州市塩
山下小田原の「上条集落」を、重要伝統的建造物群保
存地区に選定するよう、文部科学大臣に答申をしまし
た。今後、官報告示をへて正式に選定されます。
今回の重伝建選定は全国で１１０地区目、山梨県内で
は早川町赤沢に次いで２地区目。
市では、いままでも、これからも、先人から継承され
てきた甲州市独自の歴史的風致を護っていきます。

特 集
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い
付
加
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
繭
の
増
産
を
図
る
た
め
養
蚕
に
特

化
し
た
別
棟
の
蚕
室
を
設
け
、
昭
和
時
代
ま

で
に
建
て
ら
れ
た
桟
瓦
葺
で
越
し
屋
根
付
き

の
主
屋
と
と
も
に
、
養
蚕
が
盛
ん
だ
っ
た
こ

ろ
の
集
落
の
状
況
が
よ
く
残
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
養
蚕
に
代
わ
っ
て
果
樹
栽
培
が
盛
ん
に
な

り
、
桑
畑
や
棚
田
に
は
そ
の
ま
ま
ス
モ
モ
や

モ
モ
、
ブ
ド
ウ
が
植
え
ら
れ
、
春
に
は
満
開

の
ス
モ
モ
の
花
に
埋
も
れ
る
よ
う
に
、
伝
統

的
な
建
築
物
が
み
え
ま
す
。

　
養
蚕
が
廃
れ
た
後
も
、
比
較
的
コ
ン
パ
ク

ト
な
集
落
内
に
伝
統
的
な
主
屋
や
蚕
室
が
数

多
く
残
さ
れ
、
往
時
の
風
景
が
想
像
で
き
る

こ
と
は
貴
重
な
こ
と
で
す
。

歴史的建造物を建物単体で保存す
るに留まらず、面的な広がりのあ
る空間として保存するための制度
です。
市町村が地区決定を行った伝統的
建造物群保存地区の中から、国が
特に価値の高いものを重要伝統的
建造物群保存地区として選定する
ものです。

伝統的建造物群
保存地区（伝建地区）とは。
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集落
伝建の保存対象物件：茅葺屋根の主屋１１棟、
ほか付属屋、石垣など

山梨県を代表する民家形式のひとつである茅葺切
妻造主屋がひな壇状に並ぶすがたは圧巻。山村集
落の様子がよく保存されています。集落を包む四
季折々の風景が私たちの目を楽しませてくれます。

保存地区の概要

＊種別　　　　　山村・養蚕集落
＊地区決定日　　平成２７年２月１８日
　　　　　　　　（甲州市の決定）
＊地区面積　　　１５．１ヘクタール

＊保存物件数　　
○伝統的建造物（建築物）２６件
　主屋１１件・蚕室３件・土蔵２件・馬小屋３件
　社寺７件（金井加里神社本殿、同拝殿、同随身門、
　福蔵院本堂、同庫裏、同仁王門、観音堂）

○伝統的建造物（工作物）３８件
　石垣２０件・石段７件・池２件
　石造物９件（道祖神、六地蔵幢、四つ辻の観音様、
　手水鉢、産の神、灯籠２基、石仏２躯）

○環境物件３件
　金剛山の古道３件

屋根にはトタンがかぶ
せられましたが、主屋
はほぼそのまま。かつ
ての桑畑にはモモやス
モモが植えられ、春に
は花に包まれます。今 今だから伝えたい

大切にしたい「ふるさと」

interview
上条集落に住む

中村一仁さん 中村美恵子さん 中村サト子さん
中村トワ子さん 中村　浩さん 中村今朝継さん 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（※左下から）

今回の選定は、この上条集落に住む皆さ
ん、ここで育った皆さんと共に喜びを分か
ち合いたい。ここから見る風景を後世に伝
えるためにも、皆さんと一緒に守っていき
たいと思います。
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昔
福蔵院（ふくぞういん）

伝建の保存対象物件：本堂、庫裏、など
観音堂

伝建の保存対象物件：観音堂

金井加里神社（かないかりじんじゃ）

伝建の保存対象物件：本殿、拝殿など
石造物・古道

伝建の保存対象物件：集落内各所（石造物、古道、石段）

写真に移るすべての建
物が茅葺屋根で、屋敷
の ま わ り に は 桑 畑 が
びっしり。養蚕が盛ん
だった昭和２１年ころ
の様子。

養蚕の隆盛を
いまに伝える
山村風景 特集
伝建地区に選定
甲州市塩山下小田原上条

塩山図書館
企画展　開催！
塩山図書館では、文化
庁が重要伝統的建造物
群保存地区として上条
集落を選定することを
記念して、企画展を開
催しています。
この企画展では、上条
集落の歴史や文化、産
業などの資料が閲覧で
きます。
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６
月
は
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
で
す
。

男み

ん

な女
で
環わ

に
な
り
笑
顔
の
甲
州
市甲州市男女共同参画推進委員会では、甲州市男女共同参画条例（仮称）

の制定に向けて取り組んでいます。

男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
で
あ
る
今
月
の
広
報
で
は
、
改
め
て
男
女
共
同
参
画
社
会
を
再
確
認
し
て
、

活
力
あ
る
豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

『男女共同参画社会って何だろう』
　男性にとっても、女性にとっても、活きやすい社会って
何だと思いますか？
　男女共同参画社会とは「男だから、女だから」という固
定化された意識や慣習にとらわれず、一人ひとりの個性と
能力が活かされ、社会のあらゆる分野で共に協力しあう社
会のことです。
　自分らしさを大切にして、今以上にそれぞれの力を活か
せたら素敵なことだと思いませんか。

ワーク・ライフ・バランスの推進
　「仕事と生活の調和」と訳され、一人ひとりが充実感を感じながら仕事上の責
任を果たすとともに、家庭や地域生活などにおいても、さまざまな人生の段階
に応じて、多様な生き方が選択・実現できる社会のことです。だから、「仕事」「生
活」「健康」の３つのバランスが大切なのです。
　つまり、『その人らしく、幸せを実感しながら暮らすこと』。一家団らんのあ
るあたたかい家庭づくり、心身ともに健康な家族づくりは、甲州フルーティー
夢プランの基本目標のひとつです。
　家族みんなでごはんを食べる楽しさ、食生活の大切さを通じて、仕事と家庭
の調和の取れた働き方について見直し、食を楽しむゆとりや家族のコミュニケー
ションを図るために必要なことを考えてみましょう。

男性の料理教室
　互いに思いやり、支え合い、認め合うことが出来る家族関係が大切です。
　あたたかい家庭づくりとして、家族が食卓を囲んでともに食事をとる「共食」
も男女共同参画のそのひとつ。
　楽しい食卓づくりを目指し、甲州市男女共同参画推進委員会では、昨年 12月
に男性の料理教室を開催。料理への興味をもってもらえるよう、家事の参画へ
のきっかけづくりとして実施しました。
　また、甲州市食生活改善推進員さんによる「男性料理教室」や「こども料理教室」
などの出前講座。甲州市では、さまざまな教室をとおして、『楽しく家事参加』
を推進しています。

男女共同参画に関する意識調査
　昔は、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」などと言われてきましたが、最
近はどうなのでしょうか。
　およっちょいまつりで、意識調査を実施しました。
　調査を始めた２年前に比べ、男性の意識として、地域の会合への女性の参加
が増えたり、家事や育児に参加している男性が増えるなど、わずか２年の期間
ですが、少しずつ意識が変化してきているます。

地域ぐるみで子育てを
　心豊かな未来を築く地域づくり、人づくりを目指し、地域ぐるみでの子育て
支援を応援するため、甲州こどもフェスタに協力し、絵本やおもちゃ交換会を
担当しました。併せて、小さいころから男らしさ女らしさの固定観念について
考えてもらうきっかけづくりとして、手作りパネルを展示しました。
　地域ぐるみで子育てや介護を支援できるまちづくりへの取り組みの一歩です。

◆お問い合わせ先　市民課　市民参画・協働担当　☎３２‐５５８３
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６
月
は 

食
育
月
間 
で
す
！

　
「
食
育
」
と
い
う
言
葉
。
皆
さ
ん
は
、
そ
の

言
葉
の
意
味
を
ご
存
知
で
す
か
⁉

　
食
育
と
は
、
様
々
な
経
験
を
通
し
て
「
食
」

に
つ
い
て
の
知
識
と
「
食
」
を
自
分
で
選
ぶ

こ
と
の
で
き
る
力
を
習
得
し
、
健
康
な
食
生

活
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
「
食
へ
の
心
」
を

育
て
る
こ
と
で
す
。

　
食
育
月
間
は
、「
食
育
」
の
更
な
る
推
進
を

図
る
た
め
、
国
で
平
成
18
年
に
策
定
さ
れ
た

「
食
育
推
進
基
本
計
画
」
に
基
づ
い
て
定
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
「
食
」
は
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
命
の
源

で
す
。
皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に
「
食
育
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
⁉

毎
月
19
日
は
食
育
の
日

～
家
族
や
友
達
、
職
場
や
地
域
の
方
と

　
共
に
食
事
を
す
る
機
会
に
し
よ
う
～

　
「
19
」
日
を
も
じ
る
と
「
い
く
」
と
読
み
、

国
で
は
食
育
月
間
と
共
に
毎
月
19
日
を
「
食

育
の
日
」
と
定
め
、
１
年
を
通
し
て
食
育
の

推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
も
、
毎
月
19
日
は
家
族
や
友
達
、
職

場
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
食
卓
を
囲
む
日

と
す
る
こ
と
（
共
食
・
き
ょ
う
し
ょ
く
）
の

普
及
啓
発
の
た
め
、
市
役
所
東
側
駐
車
場
に

「
食
育
の
日
」の
の
ぼ
り
旗
を
立
て
て
い
ま
す
。

こ
の
の
ぼ
り
旗
は
商
工
会
を
通
じ
て
、
協
力

店
舗
に
も
立
て
て
頂
い
て
い
ま
す
。

食改さんの「食育」活動
　食改さんとは、地区にいる「食生活改善推進員」
のことです。昭和の時代から地域の健康づくりの
ため、こども料理教室や各地区公民館活動、各種
イベント等で活動を行い、甲州市の「食育」を推
進してきました。本年度は、「楽しく　無理なく　
減塩生活」をテーマに積極的に活動に取り組んで
いきます。地域で食改さんを見かけたら、食改さ
んの健康づくりについての情報に耳を傾けてみて
ください。

　
皆
さ
ん
と
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ゆ
っ

く
り
食
べ
る
食
生
活
は
、
心
も
体
も
元
気
に

し
て
く
れ
ま
す
。

　
生
活
習
慣
が
多
様
化
し
て
い
る
中
で
難
し

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
毎
月
19
日
食
育

の
日
は
、
身
近
な
方
と
、
ぜ
ひ
「
共
食
・
き
ょ

う
し
ょ
く
」
を
実
践
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　
健
康
づ
く
り
担
当

　
☎
33
‐
７
８
１
２

甲州市では、市内小学校の「食育」の取
り組みのパネルを、6月1日（月）から
30日（火）まで市役所１階ロビーに展示
しています。ぜひご覧ください。

ぱきぱきマン 手ばかリーナ

６
月
は 

食
育
月
間 
で
す
！
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【
甲
州
市
区
長
会
】　
（
敬
称
略
）

○
塩
山
地
区

千
野
上
区　
　
　
吉
岡　
清

千
野
下
区　
　
　
武
川　
一
男

上
東
区　
　
　
　
樋
川　
重
幸

町
屋
区　
　
　
　
坂
本　
治

上
西
区　
　
　
　
内
藤　
義
仁

中
央
区　
　
　
　
深
澤　
剛

下
東
区　
　
　
　
内
田　
映
一

下
中
区　
　
　
　
廣
瀬　
幸
一

下
西
区　
　
　
　
駒
井　
文
法

上
塩
後
区　
　
　
安
田　
鋭
一

上
塩
後
団
地
区　
有
住　
秀
雄

下
塩
後
区　
　
　
上
野　
祝

下
於
曽
東
区　
　
中
村　
剛

下
於
曽
西
区　
　
日
原　
健
次

赤
尾
区　
　
　
　
岩
下　
洋

下
萩
原
区　
　
　
古
屋　
英
則

北
牛
奥
区　
　
　
中
村　
政
彦

熊
野
区　
　
　
　
大
森　
明

西
広
門
田
区　
　
北
井　
征
司

花
園
区　
　
　
　
中
村　
一
成

中
萩
原
第
一
区　
丸
田
米
治
郎

中
萩
原
第
二
区　
柏
原　
聖
一

中
萩
原
第
三
区　
⻆
田　
光
男

上
粟
生
野
区　
　
廣
瀬　
晴
光

下
粟
生
野
区　
　
下
本　
俊
雄

上
萩
原
下
切
区　
小
野　
公
秀

上
萩
原
上
切
下
区

　
　
　
　
　
　
　
小
池　
澄

上
萩
原
上
切
上
区

　
　
　
　
　
　
　
雨
宮　
公
夫

下
小
田
原
区　
　
竹
内　
茂
雄

上
小
田
原
区　
　
手
塚　
清
春

裂
石
区　
　
　
　
志
村　
久
吉

一
ノ
瀬
高
橋
区　
河
合　
君
英

下
竹
森
区　
　
　
雨
宮　
昭
一

上
竹
森
区　
　
　
雨
宮　
昇

福
生
里
区　
　
　
深
澤
冨
士
雄

平
沢
区　
　
　
　
吉
田　
善
明

上
井
尻
区　
　
　
古
屋　
文
治

三
日
市
場
下
区　
窪
田　
道
忠

三
日
市
場
上
区　
山
本　
紀
恭

小
屋
敷
区　
　
　
竹
島
三
樹
登

藤
木
区　
　
　
　
武
籘　
弘
行

下
柚
木
区　
　
　
曽
根　
正
仁

○
勝
沼
地
区

勝
沼
１
区　
　
　
雨
宮　
秀
人

勝
沼
２
区　
　
　
萩
原　
文
夫

勝
沼
３
区　
　
　
三
科
登
志
男

勝
沼
４
区　
　
　
古
屋　
昭
栄

勝
沼
５
区　
　
　
内
田　
恒
彦

勝
沼
６
区　
　
　
荻
原　
正
樹

勝
沼
７
区　
　
　
大
柴　
久

勝
沼
８
区　
　
　
三
枝　
一
仁

勝
沼
９
区　
　
　
小
宮
山
重
保

勝
沼
10
区　
　
　
古
屋　
公
男

勝
沼
11
区　
　
　
野
沢　
良
久

勝
沼
12
区　
　
　
小
林　
松
好

勝
沼
13
区　
　
　
三
枝　
健
彥

勝
沼
14
区　
　
　
天
野　
領

祝
１
区　
　
　
　
齋
藤　
雅
之

祝
２
区　
　
　
　
宮
﨑　
美
仁

祝
３
区　
　
　
　
前
田　
米
國

祝
４
区　
　
　
　
川
崎　
博

祝
５
区　
　
　
　
福
田　
宏
一

祝
６
区　
　
　
　
古
屋　
匡
三

祝
７
区　
　
　
　
志
村　
稔

祝
８
区　
　
　
　
三
澤　
利
之

祝
９
区　
　
　
　
内
田　
一

祝
10
区　
　
　
　
前
田　
健

東
雲
１
区　
　
　
前
島　
正
吾

東
雲
２
区　
　
　
阪
本　
茂

東
雲
３
区　
　
　
廣
瀬　
敏

東
雲
４
区　
　
　
安
達
原　
茂

東
雲
５
区　
　
　
久
永　
功
二

東
雲
６
区　
　
　
細
田　
三
男

東
雲
７
区　
　
　
辻　
高
則

東
雲
８
区　
　
　
山
下　
正
樹

東
雲
９
区　
　
　
坂
本　
芳
丸

東
雲
10
区　
　
　
青
柳　
寛
次

東
雲
11
区　
　
　
金
井　
正
喜

東
雲
12
区　
　
　
小
澤　
裕
二

東
雲
13
区　
　
　
小
澤　
正
光

東
雲
14
区　
　
　
雨
宮　
典
勝

東
雲
15
区　
　
　
浅
野　
裕
二

菱
山
１
区　
　
　
佐
藤　
哲
也

菱
山
２
区　
　
　
三
森　
泰
夫

菱
山
３
区　
　
　
飯
塚　
等

菱
山
４
区　
　
　
内
田　
誠

菱
山
５
区　
　
　
飯
塚　
正
人

菱
山
６
区　
　
　
深
澤　
告

菱
山
７
区　
　
　
若
月　
孝

菱
山
８
区　
　
　
飯
島　
勝
幸

菱
山
９
区　
　
　
中
熊　
康
德

菱
山
10
区　
　
　
原
田　
修

○
大
和
地
区

天
目
区　
　
　
　
三
枝　
留
夫

田
野
区　
　
　
　
平
山　
健
治

水
野
田
区　
　
　
手
塚　
太
郎

丸
林
区　
　
　
　
木
下　
　
强

古
部
区　
　
　
　
小
林　
和
美

宮
本
区　
　
　
　
塩
野　
哲
夫

日
影
区　
　
　
　
山
本　
　
勲

鶴
瀬
区　
　
　
　
天
野　
勝
博

共
和
区　
　
　
　
髙
野　
　
肇

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　
行
政
・
防
災
担
当

☎
32
‐
５
０
４
１

【
甲
州
市
食
生
活
改
善
推
進
員
】

　

今
年
度
新
た
に
委
嘱
さ
れ
た

食
生
活
改
善
推
進
員

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

沼
田　
美
奈　
（
中
央
）

武
井　
ま
ど
か
（
上
塩
後
）

中
村　
薫　
　
（
上
塩
後
）

反
田　
眞
奈
美
（
下
塩
後
）

古
屋　
か
お
る
（
下
於
曽
西
）

松
本　
優
子　
（
赤
尾
）

笹
原　
貴
美
香
（
北
牛
奥
）

藤
枝　
貴
子　
（
西
広
門
田
）

雨
宮　
静
香　
（
熊
野
）

樋
口　
智
加
子
（
花
園
）

雨
宮　
由
紀
子
（
藤
木
）

丸
田　
み
ど
り
（
中
萩
原
第
１
）

丸
田　
め
ぐ
み
（
上
粟
生
野
）

川
上　
孝
子　
（
勝
沼
６
）

大
島　
明
美　
（
祝
２
）

丹
澤　
教
子　
（
東
雲
10
）

三
森　
和
枝　
（
菱
山
４
）

飯
塚　
好
子　
（
菱
山
６
）

山
下　
か
お
り
（
大
和
）

佐
藤　
真
美　
（
大
和
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課　
健
康
づ
く
り
担
当

☎
33
‐
７
８
１
３

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
今
年
度
委
嘱
さ
れ
た

方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

平成 27年 6月
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財政状況の公表

会計名 歳入 歳出 差引額
一般会計 85億 7,424 万 1千円 87億 326万 7千円 △ 1億 2,902 万 6千円
国民健康保険事業 21億 883万 4千円 22億 9,633 万 4千円 △ 1億 8,750 万円
診療所事業 2,623 万 4千円 3,120 万 9千円 △ 497万 5千円
後期高齢者医療 2億 3,710 万 5千円 1億 5,408 万 7千円 8,301 万 8千円
介護保険事業 15億 6,015 万 1千円 17億 7,415 万 7千円 △ 2億 1,400 万 6千円
居宅介護予防支援事業 529万円 409万円 120万円
訪問看護事業 2,932 万 5千円 2,743 万 6千円 188万 9千円
下水道事業 2億 3,586 万 8千円 8億 1,331 万 5千円 △ 5億 7,744 万 7千円
簡易水道事業 3億 9,840 万 8千円 3億 2,620 万 1千円 7,220 万 7千円
大藤財産区 0千円 8万円 △ 8万円
神金財産区 1,008 万 1千円 997万 3千円 10万 8千円
萩原山財産区 1,197 万 7千円 1,079 万 2千円 118万 5千円
竹森入財産区 41万 1千円 33万 6千円 7万 5千円
岩崎山保護財産区管理会 10万 8千円 17万円 △ 6万 2千円

平成 26 年 10 月 1 日から平成 27 年 3 月 31 日までの会計別収支の状況

公営事業の経理の概況 財産、基金及び出資金の状況

住民負担の状況

（平成 27年 3月 31日現在）

※「△」はマイナスを表します

水道事業
項　　目 金　　額

営業収益 2億 4,533 万 6千円
営業外収益 6,861 万 4千円
営業費用 2億 7,470 万 7千円
営業外費用 1,406 万 3千円

勝沼ぶどうの丘事業
項　　目 金　　額

営業収益 4億２００万１千円
営業外収益 163千円
営業費用 4億 3,337 万 7千円
営業外費用 20,000 万円

勝沼病院事業
項　　目 金　　額

医業収益 0円
医業外収益 2,099 万 3千円
医業費用 1,715 万 9千円
医業外費用 237万円

土　　　地 1,867,813㎡
建　　　物 185,591㎡
基　　　金 40億 395万 9千円
出　資　金 2億 382万 5千円

市税等の内訳 金　　　額
市民税（個人分） 13億 1,788 万 2千円
市民税（法人分） 1億 6,029 万 5千円
固定資産税 22億 639万 8千円
軽自動車税 9,913 万 8千円
市たばこ税 2億 3,440 万 7千円
入湯税 1,950 万 8千円
都市計画税 1億 4,472 万 6千円
国民健康保険税 11億 693万 8千円

市債及び一時借入金の現在高
※一般会計、特別会計、企業会計の合計（平成 27年 3月 31日現在）

市債	 355 億 8,598 万 9 千円
一時借入金	 25 億円

◆お問い合わせ先　　財務経営課　行政経営担当　　☎ 32-5065

　地方自治法第 243条の 3ならびに「甲州市の財政状況の作成及び公表に関する
条例」に基づき、平成 27年 3月末現在における本市の財政状況を公表します。

甲州市の

（平成 27年 3月 31日現在） （平成 27年 3月 31日現在）

（平成 27年 3月 31日現在）
※平成 26年分として収入を見込んだ市税等の額
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第９回　甲州市体育祭り
塩山南支部　総合優勝

　甲州市体育祭りが、３月下旬から５月上旬にかけて、
２１種目約１，６００人の選手により繰り広げられました。
　それぞれの目標を目指し、一心にプレーした選手たちの
優勝者、優勝支部をお知らせします。（敬称略）
■支部対抗の部

　総合優勝　塩山南支部　準優勝　　奥野田支部
　第３位　　塩山北支部
☆ソフトボール（塩山総合グラウンド）
　Ａパート　神金支部Ａ	 Ｂパート　神金支部Ｂ
☆家庭婦人バレーボール（塩山体育館）
　１部　　　塩山南支部	 ２部　　　塩山南支部Ａ
☆陸上（塩山総合グラウンド）	 塩山南支部
☆グラウンドゴルフ（塩山総合グラウンド）
	 	 塩山南支部
☆ゲートボール（塩山総合グラウンド）	 神金支部
☆ソフトバレーボール（塩山体育館）	 奥野田支部
☆ゴルフ（勝沼ゴルフコース）	 かつぬま支部
☆卓球（塩山北小体育館）	 	 塩山南支部
☆レクリエーション部フォークダンス（塩山南小体育館）
※参加支部
　塩山南支部、塩山北支部、奥野田支部、玉宮支部、
　神金支部、大藤支部、松里支部
■オープン参加の部
☆少年野球（塩山総合グラウンド）
　　　　　　　　　　　　　塩山南野球スポーツ少年団
☆ソフトテニス（勝沼中学校・塩山レックセンター）
　男子	 　　岡・芦沢（松里中）
　女子	 　　河西・廣瀬（塩山中）
☆バスケットボール（塩山中体育館）
　男子	 	 塩山北中
　女子	 	 塩山中
☆空手（塩山南小体育館）
　【形の部】
　小２年以下男女混合	 	 飯田剛琉
　小３・４年男女混合	 	 飯塚　颯
　小５・６年男女混合	 	 平山花純

　中学男子	 	 平山大敏
　中学女子	 	 佐藤碧衣
　【組手の部】　
　小１・２年男子	 	 雨宮天将
　小３・４年男子	 	 市井叶大
　小５・６年男子	 	 雨宮　聖
　小学女子	 	 平山花純
　中学男子	 	 平山大敏
　中学女子	 	 尾形　萌
☆インディアカ（勝沼体育館）	 シャインズＡ
☆銃剣道（塩山ふれあい館）	 	 古屋栄造
☆柔道（塩山柔道場）
　一般	 	 丹澤一浩
　中学男子	 	 田辺流輝
　小学高学年	 	 池田公一
　小学低学年	 	 芦澤結羽
☆硬式テニス（塩山レックセンター）
　男子	 	 山下・田中組
　女子	 	 小川・三科組
☆バドミントン（東雲小体育館）　　　運動不足チーム
☆剣道（勝沼勤労体育館）
　小１・２年	 	 高橋奏多
　小３・４年	 	 矢㟢舜大
　小５・６年	 	 高橋くるみ
　中学男子　２年	 	 雨宮秀太
　　　　　　３年	 	 駒田紳之介
　中学女子	 	 望月麻莉菜　
☆弓道（勝沼弓道場）
　男子	 	 丸山正太郎
　女子	 	 志村明美
☆クレー射撃（大月射撃場）
　スキートの部	 	 田辺一久
　トラップの部	 	 斉藤一幸

第２１回ダイワハウス全国少年少女野球教室　　元プロ野球選手から一流の技術と一流の精神を伝授される
　５月１０日、塩山総合グラウンドで「第２１回ダイワハウス全国少
年少女野球教室」が行われました。約８０人の小中学生が参加し、内
藤久さん（日川高校・巨人）、佐野嘉幸さん（甲府工業高校・東映）、
川口寛人さん（山梨学院大・巨人）ら元プロ野球選手７人にポジショ
ン別の守備、バッティングなどの指導を受けました。
　参加した塩山北野球スポーツ少年団の衣川力君は、「バッティング
のスイングを分かりやすく教えてもらった。５月３０日の学童の県大
会では、教えてもらったことを活かしてホームランを打ちたい」と目
を輝かせていました。
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「甲州市プレミアム商品券」発売
6月13日（土）、14日（日）

　1万円で１万３千円分の買い物ができる「甲州市プ
レミアム商品券」を発売します。商品券は市内の取扱
店で使うことができます。

■販売価格　１セット 10,000 円
　　　　　　（1,000 円券× 13枚）
　※全店共通券 10枚と中小商店等専用券 3枚の合計
　　13枚綴り
■発 行 数　２万セット（１人５セットまで）
■発 売 日　６月１３日（土）、１４日（日）２日間
　※いずれも午前９時から午後３時まで
■販売場所　甲州市民文化会館、勝沼市民会館
■利用期間　１２月１２日（土）まで
■取 扱 店　甲州市商工会ホームページに掲載されて
　　　　　　います
■注意事項　つり銭は出ません。購入した商品券の払
　　　　　　い戻しはできません。
■利用対象外　
・ビール券、プリペイドカード、切手など換金性の高
　いものの購入
・電子マネーへの入金（チャージ）
・国、地方公共団体への支払いや公共料金の支払い
・事業活動に伴う仕入れ、経費などの支払い
◆お問い合わせ先
　甲州市商工会　☎３３－２２３６

「甲州市子育て支援商品券」

　甲州市では子育て世帯を支援するため「甲州市プレ
ミアム商品券」と同時期に子育て世帯に「甲州市子育
て支援商品券」を配布します。「甲州市プレミアム商
品券」同様、市内の取扱店で使うことができます。

■対象世帯　平成 27 年５月 31 日に市内在住の 15
　　　　　　歳（中学生）以下のお子さんのいる世帯
■配布方法　甲州市子育て支援課から通知する「子育
　　　　　　て支援商品券引換証」を持参した方に商
　　　　　　品券を配布
■配 布 日　６月１３日（土）、１４日（日）２日間
　　　　　　いずれも午前９時から午後３時まで
　　　　　　（引換えに来られない場合は子育て支援
　　　　　　課で引き続き配布します）
■配布場所　甲州市民文化会館、勝沼市民会館
■利用期間　１２月１２日（土）まで
　※取扱店、注意事項等は「甲州市プレミアム商品券」
　　と同じです。
◆お問い合わせ先
　子育て支援課　児童福祉担当
　☎３２－５０８１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
っ
て
大
丈
夫
？

個
人
情
報
の
安
心
・
安
全
を

確
保
し
ま
す
。

　
国
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
安
心
・
安
全

に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
、
制
度
面
と
シ

ス
テ
ム
面
の
両
方
か
ら
個
人
情
報
を
保
護
す

る
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
個
人
情
報
の
保
護
に
関
し
て
、

様
々
な
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

◎マイナンバー制度の詳しい情報
　マイナンバー（社会保障・税番号制度）
　※内閣官房ホームページ
　http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/
◆マイナンバー制度のお問い合わせ先
　全国共通ナビダイヤル
　☎０５７０‐２０‐０１７８
◆市役所のお問い合わせ先
　政策秘書課　政策調整担当
　☎３２‐５０６４

○
制
度
面
の
保
護
措
置
・
・
・

　

法
律
に
規
定
が
あ
る
も
の
を
除
い

て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
含
む
個
人

情
報
を
収
集
し
た
り
、
保
管
し
た

り
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　

特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
と
い

う
第
三
者
機
関
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
る
か
監

視
・
監
督
を
行
い
ま
す
。

○
シ
ス
テ
ム
面
の
保
護
措
置
・
・
・

　

個
人
情
報
を
一
元
管
理
す
る
の
で

は
な
く
、「
年
金
の
情
報
は
年
金
事

務
所
」「
税
の
情
報
は
税
務
署
」
と

従
来
通
り
分
散
し
て
管
理
し
ま
す
。

※
行
政
機
関
同
士
で
の
情
報
を
取
り

扱
う
と
き
も
、
シ
ス
テ
ム
に
安
易

に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
よ
う
暗
号

化
な
ど
制
限
を
設
け
ま
す
。

お知らせします。
マイナンバー制度

③
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健康な歯周組織

◆歯を失う主な原因は歯周病です。
　歯周病は、歯

しこう
垢（プラーク）の中の歯周病菌よって、歯を支えている歯ぐき（歯肉）や骨が壊されていく病気です。

初期には歯肉が炎症により赤くなったり腫れたりしますが、痛みなどの自覚症状はほとんどありません。進行す
るにしたがい、歯肉から膿がでたり激しく痛んだり、歯がぐらぐらするようになり、最後には歯が抜けてしまい
ます。
　平成 24年山梨県歯科疾患実態調査では、20歳代後半から歯肉炎や歯周病にかかっている方が増え、40歳代
では約４割、60歳代では約６割の方に歯周病がみられました。

◆歯周病は、体の健康にも大きく関係します。
　歯周病菌や歯周病の炎症のある場所で作られた成分が、体中にひろがっ
て全身の病気を誘発したり悪化させることがわかってきました。

歯肉
歯根膜

セメント質
歯槽骨

動脈硬化と歯周病
血管にながれこんだ歯周病菌は、血管の内壁にとりつき血栓形成に
関与し血管が狭くなります。これにより、心疾患や脳卒中のリスクが高まります。

歯周病から分泌される成分は、血糖値を下げるホルモン「インスリン」の働きを妨げる作
用があり糖尿病を悪化させます。また、糖尿病による免疫機能の低下や唾液分泌不足によ
る口の乾燥が歯周病菌を繁殖させ、歯周病を悪化させます。このように歯周病と糖尿病は
互いに影響を及ぼします。糖尿病治療を受けていて歯周病を患っている方は、歯周病治療
を並行して受けることをおすすめします。

監修：甲州市歯科医師会吉田歯科医院

歯の健康づくりは、体の健康づくり
～歯周病を予防しよう～

歯周炎 歯がなくなる

❶ ❷ ❸
歯周ポケット

▶ ▶
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かかりつけ歯科医をもち、
歯や歯肉の状態チェック

歯ブラシではとりきれない
歯石除去や歯の清掃

一人一人にあった
ブラッシング方法の指導等

◆かかりつけ歯科医をもち、定期検診を受けましょう。
　歯周病の予防や治療には、毎日の歯みがきをはじめ、よく噛むこと、バランスのよい食事、禁煙など生活習慣
の改善によるセルフケアと、定期的な歯科検診や歯石除去など専門的なケアの２本立てが必要になります。

　定期的な歯科検診を受けている方と受けていない方では、50歳以降の残っている歯の本数に大きな差がでる
ことがわかります。

専門的な相談・ケアをうけ、お口の健康を守っていきましょう。

　認知症と残存歯数の関係もいわれています。よく噛むことにより、
脳の血管が刺激され血流量が増えるため、脳細胞の働きを活性化し
ます。脳の記憶中枢部（海馬）の血流も増えるので認知症予防につ
ながるといわれています。
　できるだけ自分の歯を残すことや、歯を失っても義歯を入れしっ
かり噛めるようにすることが大切です。

「名古屋大学医学部口腔外科の研究調査」より

「平成 24年山梨県歯科疾患実態調査」より

■お問い合わせ先　　健康増進課　健康企画・医療担当　　☎３２‐５０１４
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「生活習慣病」というと、何を思い浮かべますか？
　生活習慣病というと高血圧、糖尿病、脂質異常症をイメージされる方が多いと思います。
これらが重症化して引き起す心疾患、脳血管疾患、腎不全はもちろん、実はガンも生活習慣病に含まれます。こ
れらは、運動不足や食べすぎ、喫煙といった生活習慣の積み重ねにより引き起こされること、初期にはほとんど
自覚症状がなく、知らず知らずのうちに深刻な状況になるという共通点があります。
　生活習慣病は死因の約 6割を占めており、本市国保では 40〜 74歳の「3人に 1人」が治療をしています。

高血圧、糖尿病等は独立した病気ではない
　生活習慣病は悪い生活習慣の積み重ねにより起こる内
臓脂肪型肥満が大きく関わっていることがわかりました。
　生活習慣病を予防するためには、生活習慣を改善し、
内臓脂肪を撃退することが大事です。

生活習慣病予防のため、メタボリックシンドロームに着目した「特定健診」
生活習慣の改善が必要な方には「特定保健指導」でサポート
　生活習慣病の芽であるメタボリックシンドロームに着目し、より早い段階で生活習慣の改善が必要な方を見つ
けることに重点をおく「予防のための健診」です。特定健診は、生活習慣病の予防、早期発見に有効な健診です。
　受診後は健診結果の見方から、あなたに合った健康づくりを、保健師・管理栄養士が支援します。
　年に 1度、健診受診で健康状態を確認しましょう。

6 月から『個別医療機関健診』が始まります。（21ページをご覧ください。）

　高血圧症の治療をしているＡさんは、毎年特定
健診を受けています。健診の結果を主治医に診て
もらい、糖尿病など他の生活習慣病の芽が出てい
ないか確認をしているそうです。健診希望調査か
ら健診を受けない理由の多くは「生活習慣病で治
療をしているから」です。高血圧や糖尿病等は不
健康な生活習慣が原因で起こる事が多いので、生
活習慣の改善をしなければ治療中以外の生活習慣

病が出現する可能性があります。病院での検査項
目は、治療中の病気に関連する項目に限られてい
る場合があるので、Ａさんのように毎年特定健診
を受けて生活習慣病全般を確認していくことが大
事です。また、健診結果を主治医に診てもらうこ
とで診断や治療に役立つことがあります。「個別医
療機関健診」は身近な医療機関で特定健診が受け
られます。ぜひご利用ください。

あなたが治療中の生活習慣病は氷山の一角
治療中のあなたに「特定健診」を勧める大事な理由

保健師コラム

国保いきいきライフ通信

『特定健診』で生活習慣病を予防しよう！

※メタボリックシンドロームとは・・・
　内臓脂肪型肥満に加えて、高血糖、高血圧、脂質異常のうち、いずれか２つ以上をあわせ持った状態
をいいます。

生活習慣病は氷山の一角‥

内臓脂肪の蓄積

運動不足・食べ過ぎ・喫煙
など悪い生活習慣

水面下は
つながっ
ている

■お問い合わせ先
　国保年金課　保健事業担当
　☎３２‐２１１１（内線１１５）
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６
月
４
日
～
６
月
10
日
は
「
歯
と

口
の
健
康
週
間
で
す
。
以
前
は
６
月

４
日
を
虫
歯
予
防
デ
ー
と
か
、「
歯

の
衛
生
週
間
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
歯
だ
け
で
な
く
口
腔
及
び
そ

の
周
囲
の
健
康
を
増
進
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
Ｈ
25
年
よ
り
毎

年
６
月
４
日
～
６
月
10
日
は
「
歯
と

口
の
健
康
週
間
」
と
言
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
「
８
０
２
０
運
動
」
は
、
80
歳
に

な
っ
て
も
20
本
以
上
の
歯
を
残
し
ま

し
ょ
う
と
い
う
運
動
で
す
。
20
本
と

い
う
歯
は
な
ん
で
も
お
い
し
く
食
べ

る
た
め
に
必
要
な
本
数
で
、
20
本
以

上
自
分
の
歯
が
残
っ
て
い
る
人
の
方

が
、
歯
が
少
な
い
人
と
比
較
し
て
転

倒
の
リ
ス
ク
が
低
い
こ
と
や
、
認
知

症
の
発
症
リ
ス
ク
が
低
い
な
ど
の
調

査
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
８
０
２
０

が
達
成
で
き
な
か
っ
た
方
も
し
っ
か

り
と
噛
み
合
い
、
き
ち
ん
と
噛
む
こ

と
が
で
き
る
義
歯
（
入
れ
歯
）
な
ど

を
入
れ
て
口
の
中
の
状
態
を
良
好
に

保
つ
こ
と
で
、
20
本
あ
る
の
と
同
程

度
の
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
皆
さ
ん
も
こ
の
「
歯
と
口
の
健
康

週
間
を
き
っ
か
け
に
改
め
て
お
口
の

健
康
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
定

期
的
な
歯
科
受
診
は
勿
論
で
す
が
、

お
い
し
く
食
べ
る
た
め
、
し
っ
か
り

と
飲
み
込
む
こ
と
が
で
き
る
た
め
に

自
宅
で
で
き
る
方
法
と
し
て
下
記
の

よ
う
な
ブ
ク
ブ
ク
う
が
い
を
実
践
し

て
み
ま
し
ょ
う
！
！

　

方
法
は
口
に
水
を
含
ん
で
30
秒
、

ブ
ク
ブ
ク
で
き
る
か
や
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。
は
じ
め
は
「
唇
か
ら
水
が

漏
れ
た
」「
水
を
の
ん
で
し
ま
っ
た
」

と
、
上
手
に
で
き
な
く
て
も
、
毎
日

取
り
組
ん
で
い
る
う
ち
に
、
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ブ
ク
ブ
ク
う
が
い
は
口
の
中
を
き

れ
い
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
口
の
周

り
や
頬
の
筋
肉
を
鍛
え
、
美
味
し
く

食
べ
る
た
め
の
口
づ
く
り
に
役
立
ち

ま
す
。
ま
ず
は
、
毎
日
の
生
活
の
中

に
ブ
ク
ブ
ク
う
が
い
を
取
り
入
れ
ま

し
ょ
う
。

◆
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
５
６
０
０　

高齢者の助っ人 ６月は歯とお口の健康習慣です！
地域包括支援センターです‼

はじめは口には何も入れず
‘から’の状態で、ほほを大
きくふくらませてブクブクし
ます。
慣れてきたら、水を含んで、
ブクブクしましょう。

注）入れ歯は外して
　　行いましょう！

気軽に立ち寄れる
ママの憩いの空間
産前・産後ママの
　　　ほっとスペース
産後のママは、毎日休みなく赤ちゃんの世話
をしていて心も身体もくたくたです。「産前・
産後ママのほっとスペース」は赤ちゃんと一
緒に１日ゆったり休めたり、お母さん同士の
交流の場になっています。妊娠中のママも利
用できます。助産師、保健師が子育ての相談
にも応じますので、ぜひご利用ください。

＊場所　塩山保健福祉センター　２階
＊開所日時
　毎週金曜日　９時～１６時　（祝日は休み）
＊利用できる方　甲州市にお住まいの妊婦さ
ん、産後のママ（５ヶ月まで）とお子さん
※母乳相談を希望する場合は、６ヶ月以降も
利用可能です。
＊利用料　無料
◆お問い合わせ先
　健康増進課　☎３３－７８１２
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伝 統行事　各地で開催！
受け継がれる想い

　市内には、古くから伝承される伝統行事が数多くあり、
無病息災、家内安全、果実豊作など、住民の祈りが祭りと
なり地域の輪を築いてきました。今年も各地で伝統行事が
盛大に開催されました。

気 高き誇り　蘇える
甲州市ふるさと武田勝頼公まつり

　４月２６日、第５０回甲州市ふるさと武田勝頼公まつりが大
和中学校校庭を主会場に盛大に開催されました。
戦国絵巻さながらの勝頼公軍団の勇壮な行進、大和中学
校女子生徒による凛々しくしなやかな巫女の舞など、武田
家に感謝の心を胸に、武田の聖地たる想いを訪れた多くの
方々に伝えていました。

まちのわだい

５月３日　一ノ瀬高橋　「春駒」

４月２９日　放光寺　「大黒天大祭」

５月８日　大善寺　「藤切り祭」
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歩 いて巡る♪
まちなかウォーキング

　４月２５日、まちなかウォーキング実行委員会は JR
塩山駅周辺の商店街を巡る「えんざんまちなかウォー
キング」を開催しました。今回で３回目を迎えたこの
イベントは、ゆっくりと商店街を歩いてもらい、健康
作りや商店街の活性化につなげたいという想いから
始まりました。当日は市内外から子どもからお年寄り
まで多くの方々が参加し、１８店舗を巡るスタンプラ
リーや市特産ワインや生活用品、市内商店のクーポ
ン券の当たる抽選会などを楽しみ、笑顔が溢れてい
ました。 甘 草の苗の植替え作業を

行いました
　５月１６日、山口県岩国市の新日本製薬薬用植物研究
所から届いた約 2,500 本の甘草の苗を育苗トレイから
ポットへ移植する作業を行いました。
　今回、塩山高校のボランティア部と商業研究部の生徒
１０名にお手伝いいただき、参加した生徒たちは「植物
の大切さを実感した」「作業を終えて達成感があった」「甘
草で甲州市が盛り上がればよい」と爽やかな笑顔で話し
てくれました。これから苗の成長を見守り、もう一度さ
らに大きいポットに移し変えた後、畑に植え付ける予定
です。今後は商品化に向けた検討も協力して進めること
としています。

甲 州市
サンクスデー

　５月１６日、「ヴァンフォーレ甲府 対 モンテディオ山形」の
試合は甲州市サンクスデーでした。甲州市は「ヴァンフォー
レ甲府のサポーター」として、塩山サッカースポーツ少年
団や勝沼サッカースポーツ少年団、塩山中学校サッカー部
がフェアプレイフラッグ、エスコートキッズ、ボールボーイ
等を担当して試合運営に参加しました。甲州市から両チー
ムには特産品を贈呈するなど、１日を通じて甲州市をＰＲしま
した。
　多くのサポーターが「がんばれ！」「ナイスシュート」と全
力でヴァンフォーレ甲府を応援し、見事勝利を手にし、会場
は大いに盛り上がりました。

K O S H U  N E W Sこうしゅう
ニュース
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a
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戸
籍
謄
本
等
を
請
求
の
際
は

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
戸
籍
謄
本
等
を
請
求
で
き
る
方
は
、
戸
籍

に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
、
そ
の
配
偶
者
ま
た

は
直
系
の
親
族
、
代
理
人
と
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
の
方
が
請
求
を
さ
れ
る
場
合
、

正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
そ
の
請

求
理
由
を
明
ら
か
に
で
き
る
書
類
を
提
示
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
戸
籍
謄
本
等
を
ご
請
求

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
代
理
人
の
方
の
請
求
の
際
に
は
、

委
任
状
（
委
任
内
容
が
不
明
瞭
な
場
合
、
請

求
者
に
ご
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
内
容
に
不
備
が
な
い
よ
う
記

入
し
て
く
だ
さ
い
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
専
用
様
式
の
委
任
状
は
、
市
民
課
窓
口
や

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

取
得
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
窓
口
に
来
庁
さ
れ
る
方
の
本
人
確

認
書
類
（
運
転
免
許
、
健
康
保
険
証
等
）
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
提
示
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
手
続
き
等
で
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
市
民
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
０
２
～
１
０
５
）

固
定
資
産
税
・
個
人
市
県
民
税
の
全

期
前
納
報
奨
金
の
廃
止
に
つ
い
て

　
市
で
は
平
成
26
年
度
に
税
制
の
見
直
し
を

行
い
、
昭
和
25
年
に
税
収
の
早
期
確
保
等
な

ど
を
目
的
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
固
定
資
産
税
・

個
人
市
県
民
税
の
全
期
前
納
報
奨
金
に
つ
い

て
、
平
成
27
年
度
の
課
税
分
か
ら
廃
止
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る

中
で
、
目
的
は
既
に
達
成
さ
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
こ
と
、
納
税
資
金
に
余
裕
の
な
い
方

や
給
料
か
ら
市
県
民
税
が
天
引
き
さ
れ
る
勤

め
人
の
方
な
ど
は
、
報
奨
金
の
恩
恵
が
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
（
公
平
性
の
不
均
等
）
な
ど

に
よ
る
も
の
で
す
。

　
納
税
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
理
解
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
後
も
一
括
納
付
は
継
続
し
ま
す
。

一
括
納
付
の
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
手

元
の
期
別
の
納
付
書
（
４
枚
）
を
す
べ
て
使

用
し
て
納
付
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
資
産
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１　

　
（
内
１
８
２
・
１
８
３
）

耐
震
改
修
住
宅
の

固
定
資
産
税
減
額
の
お
知
ら
せ

　
昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
建
っ
て
い

る
住
宅
で
、
平
成
18
年
１
月
１
日
か
ら
平
成

27
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
耐
震
補
強
な

ど
現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
す
る
耐
震
改
修

を
お
こ
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、
改
修
工
事

後
、
原
則
と
し
て
３
ヶ
月
以
内
に
関
係
書
類

を
添
付
の
う
え
申
告
し
た
場
合
、
工
事
完
了

の
翌
年
度
か
ら
一
定
期
間
、
固
定
資
産
税
額

（
１
２
０
平
方
メ
ー
ト
ル
相
当
分
ま
で
）
の
１

／
２
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
減
額
に
つ
い
て
の
詳
細
な
要
件
お
よ
び
手

続
き
等
に
つ
い
て
は
、
税
務
課
資
産
税
担
当

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
資
産
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
８
２
・
１
８
３
）

省
エ
ネ
改
修
住
宅
の

固
定
資
産
税
減
額
の
お
知
ら
せ

　
平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
建
っ
て
い

る
住
宅
で
、
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

28
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
窓
の
改
修
工

事
（
必
須
）
を
含
む
一
定
の
省
エ
ネ
改
修
工

事
を
行
い
、改
修
工
事
後
に
原
則
と
し
て
３
ヶ

月
以
内
に
関
係
書
類
を
添
付
の
う
え
申
告
し

た
場
合
に
は
、
工
事
完
了
の
翌
年
度
分
の
固

定
資
産
税
額
（
１
２
０
平
方
メ
ー
ト
ル
相
当

分
ま
で
）
の
１
／
３
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
減
額
に
つ
い
て
の
詳
細
な
要
件
お
よ
び
手

続
き
等
に
つ
い
て
は
、
税
務
課
資
産
税
担
当

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
資
産
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
８
２
・
１
８
３
）

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
住
宅
の

固
定
資
産
減
額
の
お
知
ら
せ

　
65
歳
以
上
の
方
、
介
護
保
険
法
の
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
方
、
ま
た
は
障
害
を
お

持
ち
の
方
が
居
住
す
る
住
宅
（
平
成
19
年
１

月
１
日
以
前
か
ら
建
っ
て
い
る
も
の
）
に
つ

い
て
、
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
28
年

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
浴
室
の
改
修
な
ど

一
定
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を
行
い
、

改
修
工
事
後
、
原
則
と
し
て
３
ヶ
月
以
内
に

関
係
書
類
を
添
付
の
う
え
、
申
告
し
た
場
合
、

工
事
完
了
の
翌
年
度
分
の
固
定
資
産
税
額（
１

０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
相
当
分
ま
で
）
の
１
／

３
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
減
額
に
つ
い
て
の
詳
細
な
要
件
お
よ
び
手

続
き
等
に
つ
い
て
は
、
税
務
課
資
産
税
担
当

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
資
産
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１（
内
線
１
８
２・１
８
３
）
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◆悪質な滞納は絶対に許しません！

　甲州市では市民サービス等を実施するのに欠か
すことの出来ない貴重な自主財源である市税収入
の適正な確保を目的として市税の収納強化に努め
ております。
　大多数の市民の方には、市税を納期限内に納め
ていただいておりますが、督促にも催促にも応じ
ない一部の市民の方に対しましては、税負担の公
平性を確保するため、やむを得ず法律に基づき強
制的に給与・不動産・預貯金・自動車・生命保険
等の財産の差押えを執行し、その財産をインター
ネット公売などにより換価し、滞納税額に充てて
おります。
　また、場合によっては職員が滞納者の自宅等を
法律に基づき強制的に捜索し、発見した財産を差
押え、搬出することも行っております。

◆毎月延滞金納付書を送付しています。

　市では、法令に基づく市税の延滞金につきまし
ても税負担の公平性の観点から適正な徴収を図っ
ています。延滞金は、滞納されていた本税が納付
されますと納付額が決定し確定延滞金となります。
この確定延滞金の納付書を送付し、請求を行って
います。
　延滞金を発生させないために納期内の納税をお
願いいたします。また、支払い忘れ等を防止する
ため、口座振替サービス等のご利用をお勧めいた
します。

◆延滞金とは？

　納期限までに税金が完納されない場合には、納
期限の翌日から納付の日までの日数に応じ、甲州
市条例に定められた割合を乗じて計算した延滞金
が発生します。
〇納期限の翌日から１ヶ月を経過する日まで

→　年　２．８％
〇１ヶ月を経過した日以降

→　年　９．１％

◆納期限内に納税できない方は
　納税相談にお越しください。
　災害や病気等の事情により、納期限内に全額を
納められない場合には、徴収の猶予などの制度が

あります。生活状況や財産の取得状況などを申告
していただき、調査の結果、要件に該当した場合
に適用されますので、納税困難の方は必ずご相談
ください。

◆コンビニでも納付できますので、
　ご利用ください。
○取り扱える税金の種類
市・県民税、固定資産税、都市計画税、軽自動車税、
国民健康保険税

○必要なもの
納付書　（コンビニ収納用のバーコードが印刷さ
れた納付書）

○取り扱いのできる主なコンビニエンスストア
セブンイレブン、ファミリーマート、ヤマザキデイ
リーストア、ローソン、エーエム・ピーエム、エブ
リワン、ＭＭＫ設置店、くらしハウス、ココストア、
サークルＫ、サンクス、スリーエフ、生活彩家、セ
イコーマート、ミニストップ　など

（※一部取扱いしていない店舗もあります）

◆納税相談窓口◆
　収納課　徴収担当　☎３２ ‐ ２１１１
　（内１７１、１７２、３７３）
　8：30～ 17：15（土曜・日曜・祝日を除く）
※延長窓口は終了しました。来庁が 17：15
以降になる場合は、事前にご連絡いただけ
れば、対応いたします。

◆平成２６年度差押え実績
（H26.4 ～ H27.3）

甲州市は市税の徴収を強化しています

差押財産 件　　数
給　与 １７件
不動産 １４件
自動車 ４件
預貯金等 ４４４件
生命保険 ２２件
捜　索 １８件
その他 １６件

計 ５３５件
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太
陽
光
発
電
設
備
（
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
）
の
設
置
を
お
考
え
の

方
は
ご
相
談
を
・
・
・

　
市
内
の
土
地
の
上
に
、
太
陽
光
発
電
設
備

（
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
）
を
設
置
し
た
場
合
、
設

置
状
況
・
規
模
に
応
じ
て
土
地
の
税
額
が
変

わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
太
陽
光
発
電
設
備
自
体
に
関
し
て

も
「
償
却
資
産
」
と
し
て
課
税
の
対
象
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
太
陽
光
発
電
設
備
の

設
置
を
お
考
え
の
方
は
概
算
で
設
置
後
の
税

額
を
お
示
し
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、

ど
の
く
ら
い
税
額
が
変
わ
る
の
か
知
り
た
い

場
合
は
、
次
の
書
類
を
ご
用
意
の
う
え
、
税

務
課
資
産
税
担
当
に
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
資
産
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
８
２
・
１
８
３
）

65
歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給
者

で
、
個
人
住
民
税
を
納
税
さ
れ

て
い
る
方
に
お
知
ら
せ
で
す

　
平
成
21
年
10
月
か
ら
個
人
住
民
税
の
公
的

年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
（
特
別
徴
収
）
制

度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
導
入
に
よ
り
、
65
歳
以
上
の
公

的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
で
、
個
人
住

民
税
を
納
税
す
る
義
務
が
あ
る
方
が
対
象
と

な
り
、
前
年
中
の
公
的
年
金
所
得
に
係
る
個

人
住
民
税
が
、
公
的
年
金
か
ら
引
き
落
と
し

（
特
別
徴
収
）
さ
れ
ま
す
。（
年
金
所
得
以
外

の
所
得
に
係
る
住
民
税
は
、
従
来
ど
お
り
納

付
書
ま
た
は
口
座
振
替
と
な
り
ま
す
）

　
個
人
住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の
引
き
落

と
し
（
特
別
徴
収
）
制
度
へ
の
ご
理
解
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
市
民
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
８
４
～
１
８
６
）

「
峡
東
都
市
計
画
公
園
の
変
更
」

に
伴
う
変
更
案
の
縦
覧
に
つ
い
て

　
峡
東
都
市
計
画
公
園
の
変
更
に
つ
い
て
の

都
市
計
画
変
更
案
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、

都
市
計
画
法
第
17
条
に
基
づ
き
、
次
の
日
程

で
計
画
案
の
縦
覧
が
出
来
ま
す
。

　
ま
た
、
縦
覧
可
能
期
間
内
に
、
計
画
案
に

つ
い
て
の
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■
案
件　
「
峡
東
都
市
計
画
公
園
の
変
更
」

■
内
容

・
於
曽
公
園
の
整
備
に
伴
い
区
域
の
変
更
を

　
行
い
ま
す
。

・
「
勝
沼
駅
前
公
園
」
の
名
称
を
「
勝
沼
ぶ

　
ど
う
郷
駅
前
公
園
」
に
変
更
し
ま
す
。

■
縦
覧
可
能
期
間

　
６
月
３
日
（
水
）
～
６
月
17
日
（
水
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

■
縦
覧
窓
口
・
意
見
書
提
出
先

　
〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

　
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
‐
１

　
市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
都
市
整
備
課

■
意
見
書
の
提
出

　
計
画
案
に
つ
い
て
意
見
が
あ
る
場
合
は
、　

　
縦
覧
期
間
内
に
次
の
内
容
を
明
記
し
た
書

　
面
を
都
市
整
備
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
意
見
の
要
旨
②
住
所
③
氏
名
④
電
話
番
号

　
郵
送
で
の
提
出
の
場
合
は
、６
月
17
日（
水
）

　
午
後
５
時
15
分
必
着
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
都
市
整
備
課　
計
画
指
導
・
景
観
担
当

　
☎
32
‐
５
０
７
２

証
明
書
自
動
交
付
機
の

一
時
停
止
に
つ
い
て

　

６
月
13
日
（
土
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
１
時
の
時
間
帯
に
お
い
て
、
市
役
所
本
庁

舎
電
気
点
検
の
た
め
、
証
明
書
自
動
交
付
機

が
一
時
停
止
し
ま
す
。

　
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
お
急
ぎ
の
方
は
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー

ソ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
に
て
、
住
基
カ
ー

ド
に
よ
る
証
明
書
発
行
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
０
２
～
１
０
５
）

下
水
道
事
業

７
月
か
ら
下
水
道
使
用
料
が
改
定

　

市
で
は
、
よ
り
良
い
生
活
環
境
の
推
進
、

適
正
か
つ
安
定
的
な
運
営
な
ど
、
下
水
道
事

業
の
健
全
化
に
向
け
、
平
成
24
年
度
に
下
水

道
事
業
計
画
の
見
直
し
を
着
手
し
、
下
水
道

審
議
会
か
ら
の
答
申
を
受
け
、
平
成
25
年
度

に
下
水
道
計
画
区
域
の
縮
小
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
下
水
道
事
業
の
運
営
に
お
き
ま
し

て
は
、
一
般
会
計
を
圧
迫
し
て
い
る
状
況
に

あ
り
、
受
益
者
負
担
の
原
則
と
公
平
性
を
鑑

み
る
中
で
、
本
年
１
月
23
日
、
下
水
道
審
議

会
か
ら
の
答
申
を
受
け
、
今
議
会
で
甲
州
市

下
水
道
使
用
料
条
例
及
び
甲
州
市
浄
化
槽
の

整
備
に
関
す
る
条
例
の
改
正
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
つ
い
て
は
、
７
月
１
日
（
水
）（
10
月
請
求

分
）
か
ら
下
水
道
使
用
料
を
改
定
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
ご
利
用
の
皆
さ
ん
に
は
ご
負
担
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
都
市
整
備
課　
下
水
道
担
当

　
☎
32
‐
５
０
７
８

・税額を試算できる方
　太陽光発電設備の設置予定の土地の所
有者、当該土地の固定資産税の納税義務
者とその同居家族及び納税管理人並びに
委任状のある代理の方

・用意していただくもの
　本人確認できる書類（運転免許証など）、
代理人の方は「委任状」
　太陽光発電設備を設置予定の土地の地
番、取得予定の太陽光発電設備の価格、
耐用年数、発電能力が把握できる書類
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特
定
健
診
で
生
活
習
慣
病
予
防

６
月
か
ら
受
診
で
き
ま
す
「
甲
州

市
国
保　
個
別
医
療
機
関
健
診
」

　
私
た
ち
の
健
康
を
お
び
や
か
す
、「
心
臓
病
」

「
脳
卒
中
」「
糖
尿
病
」
な
ど
の
生
活
習
慣
病

は
、
自
覚
症
状
が
な
く
進
行
す
る
こ
と
が
多

く
、
異
常
に
気
付
く
た
め
に
は
毎
年
の
健
康

診
査
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
本
市
国
保
で
は
、
生
活
習
慣
病
に
密
接
に

関
わ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内

臓
脂
肪
症
候
群
）
と
そ
の
予
備
群
の
人
を
見

つ
け
、
予
防
・
早
期
発
見
す
る
た
め
の
特
定

指定医療機関 電話番号 40 歳
以上

39 歳
以下

市　
内

阿部ファミリー
クリニック 44-1131 ○ ○

あめみや医院 32-5511 ○ ―

池田内科小児科医院 44-0613 ○ ―

塩山市民病院 32-5111 ○ ○

大藤診療所 33-2649 ○ ○

岡医院 33-2583 ○ ○

加田クリニック 32-5507 ○ ○

甲州市立勝沼病院 44-1166 ○ ○

斉藤医院 32-8111 ○ ○

櫻林　腎・内科
クリニック 39-9233 ○ ○

鶴田クリニック 32-1151 ○ ○

松里診療所 39-8333 ○ ○

渡辺医院 48-2230 ○ ―

山
梨
市

秋元医院 22-7522 ○ ○

飯島医院 22-0015 ○ ○

加納岩総合病院 22-6351 ○ ○

坂の上クリニック 20-1860 ○ ○

武井医院 22-0029 ○ ○

中央内科クリニック 22-1008 ○ ○

つつじクリニック 20-8188 ○ ○

寺本医院 22-0121 ○ ○

中村産婦人科医院 20-1230 ○ ○

西川医院 35-2051 ○ ○

廣瀬醫院 20-1555 ○ ○

山梨厚生病院 22-7898
予防医学センター ○ ○

吉岡医院 23-5206 ○ ○

市
外

山梨県厚生連
健康管理センター 0120-28-5592 ○ ○

石和温泉病院
クアハウス石和 055-263-7071 ○ ○

健
診
（
基
本
健
診
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
、
受
診
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
と
受
診
機
会
拡
大
の
た
め
、

本
年
度
か
ら
受
診
期
間
を
1
ヶ
月
間
延
長
し
、

６
月
か
ら
平
成
28
年
３
月
ま
で
の
10
ヶ
月
間

と
し
ま
し
た
。

■
対
象
者

①
甲
州
市
国
保
被
保
険
者
で
、
平
成
28
年
3

　
月
31
日
時
点
で
20
歳
か
ら
74
歳
の
方

②
本
年
度
国
保
人
間
ド
ッ
ク
健
診
の
受
診（
予

　
定
）
が
な
い
方

■
自
己
負
担
金　
無
料

■
申
込
方
法

　
６
月
〜
８
月
（
特
定
健
診
受
診
券
送
付
前
）

①
国
保
年
金
課
保
健
事
業
担
当
ま
で
電
話
等

　
で
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
国
保
年
金
課
か
ら
特
定
健
診
受
診
券
を
郵

　
送
し
ま
す
。

③
受
診
す
る
医
療
機
関
に
連
絡
し
、
受
診
日

　
等
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

④
受
診
日
当
日
、
国
保
被
保
険
者
証
お
よ
び

　
特
定
健
診
受
診
券
を
持
参
し
特
定
健
診
を

　
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
個
別
医
療
機
関
健
診
の
実
施
内
容

・
実
施
医
療
機
関
（
左
表
の
と
お
り
）

・
検
査
項
目

　
問
診
、身
体
計
測
、血
圧
測
定
、血
液
検
査
、

　
尿
検
査
、
医
師
の
診
察
な
ど

・
受
診
期
間

　
６
月
１
日
（
月
）
〜

　
平
成
28
年
３
月
31
日
（
木
）

・
持
ち
物

　
国
保
被
保
険
者
証
、
特
定
健
診
受
診
券

■
そ
の
他

・
国
保
個
別
医
療
機
関
健
診
を
受
け
る
場
合

　
は
、
国
保
人
間
ド
ッ
ク
健
診
、
市
総
合
健

　
診
で
特
定
健
診
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま

　
せ
ん
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
国
保
年
金
課　
保
健
事
業
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
５
）

実施医療機関
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子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　

消
費
税
率
引
上
げ
の
影
響
等
を
踏
ま
え
、

子
育
て
世
帯
に
対
し
て
、
臨
時
特
例
的
な
給

付
措
置
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

■
対
象
者

　
６
月
分
の
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
る
方
が

　
対
象
で
す
。

※
た
だ
し
、
特
例
給
付
（
児
童
手
当
の
所
得

　
制
限
額
以
上
の
方
に
、
児
童
１
人
当
た
り

　
月
額
５
，
０
０
０
円
を
支
給
し
て
い
る
も

　
の
）
を
受
給
さ
れ
る
方
は
、
対
象
と
な
り

　
ま
せ
ん
。

※
児
童
手
当
の
認
定
請
求
を
失
念
す
る
等
し

　
て
、
６
月
分
の
児
童
手
当
の
支
給
が
受
け

　
ら
れ
な
い
方
に
つ
い
て
も
、
支
給
対
象
に

　
な
り
得
る
の
で
、
５
月
31
日
（
日
）
時
点

　
で
住
民
票
の
あ
る
市
区
町
村
の
窓
口
に
ご

　
相
談
く
だ
さ
い
。

■
対
象
児
童

　
支
給
対
象
者
の
６
月
分
の
児
童
手
当
の
対

　
象
と
な
る
児
童

■
支
給
額

　
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
３
，
０
０
０
円

■
基
準
日　
平
成
27
年
５
月
31
日
（
日
）

■
申
請
書

　
申
請
書
は
６
月
上
旬
頃
に
児
童
手
当
現
況

　
届
と
併
せ
て
、
受
給
者
へ
郵
送
す
る
予
定

　
で
す
。

■
申
請
方
法

　
申
請
は
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書

　
類
を
添
え
て
郵
送
、
ま
た
は
子
育
て
支
援

　
課
へ
直
接
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
受
付
期
間

　
６
月
１
日
（
月
）
～
９
月
１
日
（
火
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。）

■
支
給
時
期
・
方
法

　
支
給
開
始
時
期
に
つ
い
て
は
10
月
中
頃
に

　
児
童
手
当
支
給
口
座
へ
の
入
金
を
予
定
し

　
て
い
ま
す
。

※
審
査
の
結
果
、
受
給
者
に
は
支
給
決
定
通

　
知
書
を
、
受
給
者
と
な
ら
な
か
っ
た
場
合

　
は
不
支
給
決
定
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

※
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
の
給
与
担
当
部

　
署
な
ど
に
ご
確
認
の
う
え
、
必
要
書
類
を

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
子
育
て
支
援
課　
児
童
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
８
１

６
月
は
児
童
手
当
現
況
届
の
提
出

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　
毎
年
６
月
は
『
児
童
手
当
現
況
届
』
の
提

出
が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
は
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

全
員
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
に
は
、
通
知
文
と
現
況
届
、

返
信
用
封
筒
を
６
月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　
未
提
出
の
場
合
、
６
月
分
以
降
の
手
当
の

支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
１
月
２
日
以
降
に
甲
州
市
へ
転
入

さ
れ
た
方
は
、
１
月
１
日
に
住
所
を
有
し
て

い
た
市
区
町
村
で
発
行
さ
れ
る
児
童
手
当
用

「
所
得
課
税
証
明
書
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
用
意
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

１
月
１
日
に
甲
州
市
在
住
で
あ
っ
た
方
に
つ

い
て
も
、
税
の
申
告
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、

申
告
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
児
童
手
当
支
給
日
は
６
月
10
日
・
10
月
９

日
・
２
月
10
日
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
子
育
て
支
援
課　
児
童
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
８
１

　甲州市公立保育所では今年も月1回午前10時から11時まで、
園庭の開放をおこないます。
　公立保育所のどこでもご利用いただけます。保育室も開放し
ていますので、雨が降っても寒くなっても安心して遊べます。
　たくさんの方にご利用いただきたいと思っています。まだご
利用になっていない方も気軽に遊びに来てくださいね。
○対象：保育所や幼稚園に入所していないお子さんとその保護
　　　　者（ご家族）（現在、保育所や幼稚園に入所しているお
　　　　子さんの兄弟姉妹も含む）
○実施園　開放予定日

○わからないことがありましたら、各保育所に直接お問い合わ
　せください。		 	 	 	 	

①お子さんと保護者の方の体調が悪い場合はさけてください。
②園庭でお子さんと遊ぶ時は、怪我のないように保護者の方が
　責任をもって必ず付き添ってください。
③ご家庭からおもちゃを持ってこないでください。
④水分補給のためジュースではなく、お茶類をご用意ください。
　保育所では午前中におやつを食べていませんので、おやつ等
　の食べ物は持ち込まないでください。
⑤帽子・タオル・着替えなど必要に応じてお持ちください。

園庭開放のお知らせ

＊印は日程変更　お間違えのないようご注意ください。

保育所名 所在地 電　話 開放日（午前 10時から午前 11時）

まつさとほいくしょ
松里保育所

塩山小屋敷
１４０３ ３３－４１３０

毎月
第２
木曜日

6 月
11 日

7 月
9 日

8 月
13 日

9 月
10 日

10 月
8 日

11 月
12 日

12 月
10 日

1 月
14 日

*2 月
12 日

しののめほいくしょ
東雲保育所

勝沼町小佐手
４１０ ４４－０３９４

毎月
第３
火曜日

6 月
16 日

7 月
14 日

8 月
18 日

9 月
15 日

10 月
20 日

11 月
17 日

12 月
15 日

1 月
19 日

2 月
16 日

おくのたほいくしょ
奥野田保育所

塩山熊野
５９７ ３３－４１３２ 毎月

第３
木曜日

6 月
18 日

7 月
16 日

8 月
20 日

9 月
17 日

10 月
15 日

やまとほいくしょ
大和保育所

大和町初鹿野
１６８５－６ ４８－２１５８ 11 月

19 日
12 月
17 日

1 月
21 日

2 月
18 日
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戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好

親
善
事
業
に
つ
い
て

　
日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰

霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
補
助
を
受

け
実
施
し
て
お
り
、
先
の
大
戦
で
父
等
を
亡

く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父

等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼

を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好

親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
費　
用

　

参
加
費
は
、
一
人
に
つ
き
10
万
円
で
す
。

５
年
を
経
過
し
た
方
（
平
成
21
年
以
前
参
加

者
）
は
２
回
目
の
応
募
が
で
き
ま
す
。（
終
戦

70
周
年
記
念
洋
上
慰
霊
に
つ
い
て
は
、
５
年

を
経
過
し
て
い
な
く
て
も
応
募
が
可
能
で
す
。

た
だ
し
、
前
回
洋
上
慰
霊
参
加
者
は
応
募
で

き
ま
せ
ん
。）

※
集
合
場
所
ま
で
の
往
復
交
通
費
、
帰
国
時

　
宿
泊
代
、
渡
航
手
続
手
数
料
等
は
含
ま
れ

　
て
お
り
ま
せ
ん
。

※
参
加
費
は
、
燃
料
費
の
高
騰
、
円
安
等
諸

　
般
の
事
情
に
よ
り
値
上
げ
す
る
場
合
が
あ

　
り
ま
す
。

■
実
施
地
域

　
次
の
地
域
で
実
施
予
定
で
す
。

　
旧
満
州
、
旧
ソ
連
、
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
中
国
、
ト
ラ
ッ
ク
・

パ
ラ
オ
諸
島
、ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、ミ
ャ
ン
マ
ー
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
終
戦
70
周
年
記
念
洋
上
慰
霊
、

マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
一
般
財
団
法
人　
山
梨
県
遺
族
会

　
（
甲
府
市
岩
窪
町
６
０
８
）

　
☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
７
６
６
４

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

～
特
別
弔
慰
金
（
第
十
回
）
が

支
給
さ
れ
ま
す
～

■
対
象
者

　

４
月
１
日
（
水
）
に
お
い
て
公
務
扶
助
料

や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場

合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族

お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

①
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

　
弔
慰
金
の
受
給
権
者

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟

　
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有

　
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
要
件
を
満
た
し
て

　
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替

　
わ
り
ま
す
。

④
右
記
①
か
ら
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
３
親

　
等
内
の
親
族
（
甥
、
姪
な
ど
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年

　
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限

　
り
ま
す
。

■
支
給
内
容

　
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債

■
請
求
期
間

　
４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

※
期
間
を
過
ぎ
る
と
特
別
弔
慰
金
の
請
求
が

　
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

■
請
求
窓
口

　
市
役
所　
本
庁
舎　
福
祉
課　

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
福
祉
課　
地
域
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
２
７

　
山
梨
県
国
保
援
護
課　
援
護
恩
給
担
当

　
☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
４
５
４

６
月
１
日
～
７
日
は

水
道
週
間
で
す
！

　

毎
年
、
６
月
１
日
（
月
）
～
７
日
（
日
）

の
１
週
間
は
、
全
国
的
に
「
水
道
週
間
」
と

な
り
ま
す
。

　
第
57
回
目
と
な
る
今
年
は
『
カ
ラ
カ
ラ
で
蛇

口
に
飛
び
込
む　
僕
の
口
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
に
、
全
国
一
斉
に
水
道
に
関
す
る
知
識
を

深
め
、
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
啓
発

活
動
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
期
間
中
は
甲
州
市
水
道
課
も
、
皆
さ
ん
に

い
っ
そ
う
水
道
へ
の
親
し
み
と
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
駅
前
で
の
啓
発
活
動
や

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
へ
の
巡
回
訪
問
を
行

い
、
給
水
装
置
の
無
料
点
検
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
水
道
週
間
を
き
っ
か
け
に
、
一
人
ひ

と
り
節
水
に
心
が
け
、
限
り
あ
る
資
源
や
環

境
の
問
題
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
内　
容

○
駅
頭
啓
発
活
動
　

　
水
道
週
間
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
、
市
内
の
各
Ｊ

Ｒ
駅
前
で
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布

等
に
よ
る
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す

・
日
時　
６
月
２
日
（
火
）
午
前
７
時
～
８
時

・
場
所　
甲
州
市
内
Ｊ
Ｒ
３
駅
前
（
塩
山
駅
、

　
　
　
　
勝
沼
ぶ
ど
う
郷
駅
、
甲
斐
大
和
駅
）

○
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
給
水
装
置
無
料
点

　
検
巡
回
サ
ー
ビ
ス

　
甲
州
市
内
で
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
中

か
ら
抽
出
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
お
宅
を
対
象

に
、
給
水
装
置
の
無
料
点
検
と
水
道
等
の
相

談
を
受
け
る
巡
回
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

・
日
時

　
６
月
２
日
（
火
）
午
前
８
時
40
分
～

・
巡
回
者

　
水
道
課
職
員
、
甲
州
市
水
道
協
力
会
役
員

・
対
象
者

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

　
者
（
全
て
の
お
宅
は
、
巡
回
で
き
ま
せ
ん

　
の
で
、
市
内
全
域
か
ら
抽
出
を
さ
せ
て
い

　
た
だ
き
ま
す
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
水
道
課　
総
務
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
９
１
～
１
９
３
）

山
火
事
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

４
月
25
日
、
田
辺
市
長
は
じ
め
市
職

員
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間

中
、
ハ
イ
キ
ン
グ
に
訪
れ
た
皆
さ
ん

に
山
火
事
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

K O S H U  N E W Sこうしゅう
ニュース
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※
試
験
日
は
、
申
請
書
受
理
後
に
各
林
務
環

　
境
事
務
所
が
指
定
し
ま
す
。

■
場　
所

　
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
内
リ
バ
ー
ス
和
戸

　
館
（
甲
府
市
川
田
町
５
１
７
番
地
）

■
申
請
期
間

　
６
月
１
日
（
月
）
〜
６
月
30
日
（
火
）

■
受
験
料

　
５
，
２
０
０
円

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
峡
東
林
務
環
境
事
務
所

　
森
づ
く
り
推
進
課

　
☎
20
‐
２
７
２
１

平
成
27
年
度
農
作
業
臨
時
雇
用

標
準
賃
金

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
繁
期
等
で
臨
時
的

に
雇
用
す
る
場
合
の
目
安
と
な
る
よ
う
「
農

作
業
臨
時
雇
用
標
準
賃
金
」
を
定
め
て
い
ま

す
。

◇
農
作
業
臨
時
雇
用
標
準
賃
金

新
た
に
就
農
し
た
農
家
子
弟
を
応

援
し
ま
す
。

「
農
家
子
弟
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
事
業
」

　
県
で
は
、
農
家
子
弟
が
県
外
か
ら
Ｕ
タ
ー

ン
し
親
族
の
農
家
等
に
就
農
す
る
方
を
支
援

し
ま
す
。

■
要　
件

・
平
成
27
年
１
月
１
日
以
降
に
県
外
か
ら
山

　
梨
県
内
に
移
住
し
た
方

・
親
族
（
三
親
等
以
内
）
が
経
営
す
る
農
家

　
等
に
就
農
し
た
方

・
就
農
時
に
55
歳
未
満
の
方

・
農
業
従
事
日
数
が
年
間
１
５
０
日
で
年
間

　

１
，
２
０
０
時
間
以
上
と
な
る
こ
と
が
見

　
込
ま
れ
る
方

・
就
農
先
か
ら
給
与
の
支
払
い
が
行
わ
れ
る

　
方

・
農
家
等
に
継
続
的
に
従
事
す
る
見
込
み
が

　
あ
り
、
将
来
的
に
農
業
を
継
承
す
る
意
志

　
の
あ
る
方

・
青
年
就
農
給
付
金
を
受
給
し
な
い
方

■
支
援
内
容

　
最
長
２
年
間
、
年
間
１
５
０
万
円
を
交
付

し
ま
す
。

■
申
請
受
付
期
間

　
６
月
12
日
（
金
）
ま
で

※
詳
細
に
つ
い
て
は
県
担
い
手
対
策
室
の

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
峡
東
農
務
事
務
所　
農
業
農
村
支
援
課　

　
☎
20
‐
２
７
０
７

狩
猟
免
許
試
験
（
狩
猟
免
許
４

種
類
）
を
実
施
し
ま
す

　
県
で
は
狩
猟
免
許
試
験
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

■
試
験
日

　
８
月
８
日
（
土
）・
９
日
（
日
）
の
い
ず
れ

か
１
日

区分 金額（日当 : 円）

一般
重作業 7,700

軽作業 7,200

高校生 5,770
耕起代かき
（10ａ）

17,000 〜
18,800

◇
重
作
業

・
危
険
を
伴
う
作
業
（
脚
立
使
用
で
の
作
業
、

　
ハ
ウ
ス
の
ビ
ニ
ー
ル
掛
け
な
ど
）

・
農
機
具
を
使
用
し
て
の
作
業
（
刈
払
い
機
、

　
ト
ラ
ク
タ
ー
、
管
理
機
、
Ｓ
Ｓ
、
動
噴
使

　
用
で
の
消
毒
、
抜
根
整
地
な
ど
）

・
技
術
を
伴
う
作
業
（
剪
定
、
棚
掛
け
及
び

　
撤
去
）

◇
軽
作
業

・
幅
広
い
年
齢
層
で
男
女
を
問
わ
な
い
作
業

　
（
立
カ
ン
ナ
等
で
の
除
草
、
ジ
ベ
付
け
、
傘

　
掛
け
、
摘
粒
、
野
菜
の
植
え
付
け
・
収
穫

　
及
び
管
理
な
ど
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
農
業
委
員
会

　
事
務
局　
産
業
振
興
課　
農
地
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
２

　
甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

　

気
づ
き
合
お
う
あ
な
た
と
私
の
未あ

し
た来

の
た
め
に

©
段
丹
映
子
・「
ち
い
さ
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
ほ
お
ず
き
書
籍
刊

STOP！
オレオレ詐欺

◆甲州市◆



広報こうしゅう
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市
民
提
案
型
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
支

援
（
補
助
金
交
付
）
制
度
に
よ
る
平

成
27
年
度
事
業
を
募
集
し
て
い
ま
す

■
制
度
内
容

　
こ
の
制
度
は
、
地
域
の
問
題
や
課
題
を
市

に
要
望
す
る
の
で
は
な
く
、
皆
さ
ん
の
身
近

な
ア
イ
デ
ア
や
気
づ
き
を
提
案
し
て
い
た
だ

き
、
皆
さ
ん
が
そ
の
解
決
策
を
考
え
て
市
に

提
案
し
、
市
と
一
緒
に
解
決
に
向
け
て
活
動

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
提
案
い
た
だ
い

た
事
業
の
中
か
ら
、
市
と
協
働
で
実
施
す
る

に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
を
選
び
、
支
援
の
限
度

額
を
１
事
業
20
万
円
以
内
と
し
、
毎
年
度
予

算
の
範
囲
以
内
で
実
施
す
る
も
の
で
す
。

■
次
の
事
業
に
つ
い
て
提
案
を
募
集
し
ま
す
。

①
市
の
事
務
事
業
の
う
ち
協
働
事
業
と
し
て

　
実
施
す
る
こ
と
が
適
当
な
事
業

②
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
事
業

③
地
域
の
保
健
、
医
療
又
は
福
祉
の
増
進
を

　
図
る
事
業

④
地
域
の
環
境
の
保
全
を
図
る
事
業

⑤
地
域
の
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
を
図
る
事
業

⑥
地
域
の
国
際
化
の
推
進
を
図
る
事
業

⑦
地
域
の
安
全
を
図
る
事
業

⑧
そ
の
他
、
地
域
の
活
性
化
や
振
興
に
資
す

　
る
も
の
と
市
長
が
認
め
る
事
業

事
業
提
案
は
自
由
に
テ
ー
マ
が
設
定
で
き

ま
す
。

　
社
会
的
課
題
、
地
域
課
題
等
の
解
決
に
向

け
た
思
い
や
ア
イ
デ
ア
を
市
民
、
市
民
活
動

団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
及
び
行
政
区
等
か
ら
提

案
を
受
け
て
、
提
案
団
体
と
市
が
共
通
の
目

的
を
持
っ
て
選
考
さ
れ
た
提
案
事
業
を
協
働

で
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
相
乗
効
果

が
認
め
ら
れ
る
公
益
性
の
高
い
事
業
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

※
例
え
ば
、

・
桜
等
の
樹
木
や
花
の
景
観
を
創
造
す
る
地

　
域
お
こ
し
事
業

・
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
の
た
め
伝
統
野
菜

　
を
使
っ
た
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催

・
自
慢
で
き
る
地
域
の
文
化
財
や
景
観
等
を

　
多
く
の
人
に
紹
介
す
る
た
め
、
そ
の
周
辺

　
の
清
掃
作
業
等
を
行
う
地
域
お
こ
し
事
業

　
等
で
す
。

■
応
募
方
法

　
次
の
書
類
を
市
民
課
市
民
参
画
・
協
働
担

　
当
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
市
民
提
案
型
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
補

　
助
金
申
請
書

※
他
添
付
書
類
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
及

　
び
市
民
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

■
選
考
方
法

①
一
次
審
査
（
書
類
審
査
）
②
二
次
審
査
（
選

　
考
委
員
会
）

※
必
要
に
応
じ
、
面
接
に
て
団
体
代
表
、
団

　
体
事
務
担
当
者
か
ら
説
明
を
い
た
だ
く
場

　
合
が
あ
り
ま
す
。

■
そ
の
他

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

　
な
る
か
、
市
民
課
市
民
参
画
・
協
働
担
当

　
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
要
望
が
あ
れ
ば
、「
協
働
の
ま
ち
づ

　
く
り
」に
関
す
る
出
前
講
座
等
も
行
い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
参
画
・
協
働
担
当

　
☎
32
‐
５
５
８
３

平
成
27
年
度
交
通
災
害
共
済
加

入
受
付
中
で
す
。
家
族
揃
っ
て

加
入
し
ま
し
ょ
う
！

　
こ
の
共
済
は
、加
入
者
が
交
通
災
害
に
あ
っ

た
場
合
に
被
害
の
程
度
に
よ
っ
て
見
舞
金
を

お
支
払
い
す
る
相
互
救
済
の
制
度
で
す
。

　
掛
金
は
ひ
と
り
年
間
５
０
０
円
で
、
共
済

期
間
は
４
月
１
日
（
中
途
加
入
の
場
合
は
、

そ
の
翌
日
）
か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

と
な
り
ま
す
。

　
甲
州
市
に
住
所
を
有
し
、
住
民
基
本
台
帳

に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も

加
入
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
の

ご
加
入
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８
（
課
直
通
）

　
勝
沼
支
所

　
☎
44
‐
１
１
１
１

　
大
和
支
所

　
☎
48
‐
２
１
１
１こどもまつり開催♪

　５月１５日、第５回甲州市児童センターこどもまつりが東
雲ふれあい親子館で開催されました。
　まつりには、３２組の親子、６７名が参加し、ヨーヨーつ
りやおもちゃの金魚すくい、手形スタンプ、工作遊びなど、
さまざまなブースに子ども達の笑顔が溢れていました。
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借金の返済にお困りの方、一人で悩まず
ご相談ください
甲府財務事務所において、毎日（平日）借金問題解決の
相談を行っています。相談は秘密厳守・何回でも無料で
す。相談内容に応じて弁護士・司法書士などを紹介しま
す。電話での相談も可能です。
■受付　午前８時３０分～午後４時３０分（平日）
◆お問い合わせ先　
　財務省関東財務局　甲府財務事務所
　「多重債務相談窓口」
　☎０５５－２５３－２２６１

武
田
家
の
聖
地
フ
ッ
ト
パ
ス
ツ
ア
ー

　
〜
武
田
家
と
ゆ
か
り
の
深
い
甲
州
市
を
歩

い
て
み
ま
せ
ん
か
〜

■
日　
時

　
６
月
21
日
（
日
）
小
雨
決
行

　
午
前
８
時
30
分
（
集
合
）

■
場　
所

　
市
役
所
本
庁
舎　
東
側
駐
車
場
（
集
合
）

■
参
加
費　
無
料

■
内　
容

　
市
役
所
本
庁
舎
東
側
駐
車
場
→
放
光
寺
→

恵
林
寺
→
十
組
屋
敷
跡
（
三
日
市
場
地
区
）

→
諏
訪
大
神
社
（
井
尻
地
区
）
→
昼
食
→
塩

ノ
山
（
山
す
そ
を
徒
歩
）
→
向
嶽
寺
→
花
か

げ
の
道
→
塩
山
温
泉
郷
→
菅
田
天
神
社

■
持
ち
物

　
弁
当
・
飲
物
・
タ
オ
ル
・
帽
子
・
雨
具

　
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
定　
員　
25
名

■
締
切
日　
６
月
17
日
（
水
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
観
光
交
流
課　
交
流
イ
ベ
ン
ト
担
当

　
☎
32
‐
１
０
０
０

２
０
１
５
フ
ッ
ト
パ
ス

　
箏
曲
「
千
鳥
の
曲
」
で
有
名
な
「
し
ほ
の

や
ま
」
遊
歩
道
を
歩
き
盆
地
の
パ
ノ
ラ
マ
風

景
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。歩
い
た
あ
と
は
ジ
ャ

ガ
イ
モ
堀
を
体
験
し
ま
す
。

■
日　
時

　
６
月
27
日
（
土
）
雨
天
中
止

　
受
付　
午
前
８
時
30
分
～

　
出
発　
午
前
９
時

　
終
了　
午
後
12
時
30
分

■
集
合
場
所

　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
駐
車
場

■
定　
員　
30
名

■
参
加
費

　
１
，
２
０
０
円
（
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
代
、
じ
ゃ

　
が
い
も
２
㎏
、
軽
食
付
き
）

■
案
内
・
主
催

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
甲
州
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
ガ
イ
ド
の
会

■
後　
援

　
あ
る
～
く　
こ
う
し
ゅ
う
推
進
協
議
会

■
申
込
先

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
つ
な
ぐ
イ
ベ
ン
ト
係

　
☎
０
８
０
‐
１
２
２
３
‐
８
３
０
２

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
甲
州
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
ガ
イ
ド
の
会

　
☎
０
９
０
‐
８
８
９
１
‐
３
９
１
５

第
２
回
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室
開
催
！

　
「
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室
」
の
第
２
回
目
を
開
催

し
ま
す
。
体
の
中
心
（
コ
ア
）
を
鍛
え
る
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
を
通
し
て
美
し

い
ボ
デ
ィ
ー
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
？
初
め
て

参
加
さ
れ
る
方
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■
日　
時

　
７
月
23
日
（
木
）
午
後
７
時
～
８
時

　
受
付　
午
後
６
時
30
分
～

■
場　
所

　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
２
階　
大
会
議
室

■
効　
果

・
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
体
型
・
美
し
い
姿
勢

・
柔
軟
の
あ
る
強
く
美
し
い
ボ
デ
ィ
ー

・
し
な
や
か
な
カ
ラ
ダ

　
お
腹
の
深
層
に
あ
る
筋
肉
や
肩
甲
骨
周
り

　
の
筋
肉
な
ど
、
自
分
自
身
の
身
体
に
意
識

　
を
向
け
て
運
動
し
ま
す
！

■
申
込
方
法

　

７
月
22
日
（
水
）
午
後
５
時
ま
で
に
電
話

　
も
し
く
は
市
民
文
化
会
館
窓
口
で
直
接
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物

・
室
内
シ
ュ
ー
ズ

・
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
大
き
め
の
タ
オ
ル
）

・
水
分
補
給
ド
リ
ン
ク

■
講　
師　
橋
口　
仁
美　
氏

■
参
加
費　
無
料

■
定　
員　
30
名

■
主　
催　
甲
州
市
民
文
化
会
館

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
民
文
化
会
館

　
☎
32
‐
１
４
１
１

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
開
館

　
（
月
曜
・
祝
日
休
館
）

市
制
10
周
年
記
念
事
業

中
部
航
空
音
楽
隊
ふ
れ
あ
い
コ

ン
サ
ー
ト

■
日　
時

　
９
月
５
日
（
土
）
午
後
６
時
（
開
演
）

■
場　
所

　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
ホ
ー
ル

■
入
場
料　
無
料

※
入
場
に
は
、
入
場
整
理
券
が
必
要
に
な
り

　
ま
す
。

■
入
場
整
理
券
配
布
日

・
市
内
在
住
者
は
、
８
月
１
日
（
土
）
～

・
市
外
在
住
者
は
、
８
月
８
日
（
土
）
～

　
甲
州
市
民
文
化
会
館
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。

　
（
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
月
曜
・

　
祝
日
休
館
）

※
入
場
整
理
券
の
配
布
は
１
人
に
つ
き
３
枚

　
ま
で
で
す
。
な
お
、
人
数
分
の
お
名
前
と

　
ご
住
所
の
記
入
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
主　
催　
甲
州
市
民
文
化
会
館

■
協　
力　
中
部
航
空
音
楽
隊

　
　
　
　
　
自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
☎
32
‐
１
４
１
１



広報こうしゅう
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さ
わ
や
か
講
演
会
開
催

　
「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国
強
調
月

間
」・「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調
月
間
」

に
あ
わ
せ
、
青
少
年
育
成
甲
州
市
民
会
議
で

は
、
青
少
年
健
全
育
成
へ
の
意
識
の
高
揚
と
、

犯
罪
・
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
「
さ
わ
や
か
講
演
会
」
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

　

地
域
で
子
ど
も
を
守
り
育
て
る
た
め
に
、

多
数
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

■
講　
師　

　
山
梨
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

　
教
授　
川
村　
協
平　
氏

■
日　
時

　
７
月
２
日
（
木
）

　
午
後
７
時
〜
午
後
８
時
30
分

■
演　
題

　
「
幸
せ
に
な
る
力
」
を
育
て
る
自
然
体
験

■
場　
所

　
勝
沼
市
民
会
館　
２
階　
大
会
議
室

■
主　
催

　
青
少
年
育
成
甲
州
市
民
会
議

■
共　
催

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
推
進
委
員
会

■
後　
援

　
甲
州
市
教
育
委
員
会

　
塩
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
勝
沼
・
大
和
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課　

　
社
会
教
育
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
７

「
男
っ
ぷ
り
向
上
大
作
戦
！
」

　
講
座
を
通
し
て
男
気
力
を
高
め
て
み
ま
せ

ん
か
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

①
お
茶
の
作
法
を
学
び
ま
し
ょ
う
！

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

■
日　
時　
７
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
６
時
45
分
（
受
付
）

　
　
　
　
　
午
後
７
時
〜
午
後
８
時

■
講　
師　
表
千
家　
前
嶋　
宗
芳　
氏

■
場　
所　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
２
階

　
　
　
　
　
第
２
会
議
室

■
定　
員　
15
名　
　

■
材
料
費　
４
０
０
円
（
お
茶
・
菓
子
代
）

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

②
自
分
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
（
似
合
う
色
）

　
を
知
っ
て
普
段
と
違
う
あ
な
た
に
・
・

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

■
日　
時　
７
月
10
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
６
時
45
分
（
受
付
）

　
　
　
　
　
午
後
７
時
〜
午
後
８
時

■
講　
師　
中
澤　
諄
子　
氏

■
場　
所　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
２
階

　
　
　
　
　
第
３
会
議
室

■
定　
員　
15
名　

　
当
日
は
ご
自
分
の
好
き
な
色
の
服
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

＊
受
講
対
象
者
は
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

　
男
性
と
し
ま
す
。

＊
原
則
と
し
て
２
回
通
し
て
の
受
講
と
な
り

　
ま
す
。

＊
受
講
料
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
実
費
を

　
い
た
だ
く
講
座
が
あ
り
ま
す
。

＊
材
料
費
等
自
己
負
担
金
は
、
各
講
座
の
受

　
付
時
に
集
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
６
月
３
日
（
水
）
よ
り
電
話

　
ま
た
は
生
涯
学
習
課
（
市
民
文
化
会
館
内
）

　
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
曜
・
日
曜
・

　
祝
祭
日
を
除
く
）

　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
と
さ
せ
て
い

　
た
だ
き
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
社
会
教
育
担
当　
☎
32
‐
５
０
９
７

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
広
報
部
・
柳
川
孝
二

氏
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
！

　
平
成
27
年
度
甲
州
市
「
宇
宙
の
学
校
」
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
広
報
部
・
柳
川
孝
二
氏
に
よ
る
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
日　
時　
６
月
７
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
前
11
時

■
場　
所　
甲
州
市
塩
山
ふ
れ
あ
い
館　

　
　
　
　
　
（
塩
山
小
屋
敷
１
８
１
０
番
地
）

■
内　
容

　
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
事
業
や
業
務
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク

　
ト
や
研
究
等
）
に
関
す
る
こ
と
や
、
一
般

　
的
な
ロ
ケ
ッ
ト
や
人
工
衛
星
の
仕
組
み
に

　
つ
い
て
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
宇
宙
飛
行
士
に
な
る
た
め
の
プ
ロ

　
セ
ス
や
身
近
な
生
活
に
利
用
さ
れ
て
い
る

　
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
技
術
な
ど
に
つ
い
て
も
お
話

　
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
講　
師　
柳
川　
孝
二　
氏

　
柳
川
氏
は
早
稲
田
大
学　
理
工
学
研
究
科

　
物
理
学
専
修
修
士
課
程
終
了
後
、
宇
宙
開

　
発
事
業
団
（
現
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
に
入
社
。
Ｈ

　
‐
１
ロ
ケ
ッ
ト
２
段
エ
ン
ジ
ン
「
Ｌ
Ｅ
‐

　
５
」
の
開
発
や
宇
宙
飛
行
士
の
選
抜
・
訓

　
練
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
有
人
宇
宙
環
境
利
用
ミ
ッ
シ
ョ

　
ン
本
部　
有
人
宇
宙
技
術
部　
部
長
を
経

　
て
現
在
は
情
報
シ
ス
テ
ム
部
と
広
報
部
を

　
兼
務
し
な
が
ら
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
主　
催　
　
甲
州
市
教
育
委
員
会

■
参
加
費　
無
料
（
申
込
み
不
要
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課　

　
社
会
教
育
担
当　
☎
32
‐
５
０
９
７

近
代
産
業
遺
産｢

宮
光
園｣

第
９
回
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
初
夏
の
夜
、
三
線
の
音
色
と
沖
縄
民
謡
に

癒
さ
れ
ま
せ
ん
か
。

■
日　
時　
６
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
６
時
（
開
場
）

　
　
　
　
　
午
後
６
時
30
分
（
開
演
）

■
場　
所　
宮
光
園　
白
蔵

■
出
演
者

　
三
線
ロ
ビ
ン
ズ
（
沖
縄
民
謡
、
島
唄
な
ど

　
の
唄
三
線
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）

■
定　
員　
70
名
（
電
話
予
約
制
）

■
締
切
日　
６
月
22
日
（
月
）

■
駐
車
場　
シ
ャ
ト
ー
・
メ
ル
シ
ャ
ン
第
１
・

　
　
　
　
　
第
２
駐
車
場

■
参
加
費

　
コ
ン
サ
ー
ト
無
料
（
た
だ
し
主
屋
入
館
の

　
場
合
は
観
覧
料
が
必
要
で
す
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
観
光
交
流
課　
交
流
イ
ベ
ン
ト
担
当

　
☎
32
‐
５
０
０
０



暮
ら
し
の
情
報

平成 27年 6月
28

塩山駅南口　　　　
　　市民ギャラリー
６月1日（月）～

7月６日（月）
　甲州市文化協会美術部（塩
山）による作品を展示いたし
ます。
※展示内容・期間につきまして
は、変更になる場合もあります。

受
講
者
募
集

平
成
27
年
度
市
民
教
養
講
座

「
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
上
手

に
使
お
う
」

■
日
程
・
コ
ー
ス

◎
災
害
時
の
情
報
収
集
や
連
絡
手
段
に
活
用

　
で
き
る
！

※
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
と
Ｆ
ａ
ｃ

　
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
の
３
つ
の
違
い
！

６
月
16
日
（
火
）

・
Ａ
コ
ー
ス
午
後
２
時
～
午
後
３
時
30
分

・
Ｂ
コ
ー
ス
午
後
７
時
～
午
後
８
時
30
分

◎
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
旅
行
の

　
計
画
を
立
て
よ
う
！

※
ス
マ
ホ
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
だ
け
で
旅
行
計
画

　
が
で
き
ち
ゃ
う
ん
で
す
！

６
月
17
日
（
水
）

・
Ｃ
コ
ー
ス
午
後
２
時
～
午
後
３
時
30
分

・
Ｄ
コ
ー
ス
午
後
７
時
～
午
後
８
時
30
分

■
場　
所　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
３
階

　
　
　
　
　
第
２
研
修
室

■
定　
員　
各
コ
ー
ス
20
名
（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
受
講
料　
無
料

■
対
象
者　
市
民
ま
た
は
市
内
在
勤
の
方

■
講　
師

　
（
株
）
フ
ォ
ネ
ッ
ト　
ス
タ
ッ
フ

■
申
込
方
法

　
Ａ
～
Ｄ
の
い
ず
れ
か
の
コ
ー
ス
を
電
話
、　

　
ま
た
は
生
涯
学
習
課
（
市
民
文
化
会
館
内
）

　
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
土
曜
・
日
曜
・

　
祝
祭
日
を
除
く
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
社
会
教
育
担
当　

　
☎
32
‐
５
０
９
７

甲
州
市
民
文
化
会
館
・
歴
史
民

俗
資
料
室

◎
特
別
展
「
世
界
の
昆
虫
標
本
展
」

　
毎
年
ご
好
評
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、「
世

界
の
昆
虫
標
本
展
」
を
今
年
も
展
示
い
た
し

ま
す
！

　
図
鑑
で
し
か
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
珍
し

い
昆
虫
達
を
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ

さ
い
！

■
期　
間

　
６
月
27
日
（
土
）
～
８
月
２
日
（
日
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
休
館
日　
月
曜
日
、祝
日
、７
月
21
日
（
火
）

■
場　
所

　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
歴
史
民
俗
資
料
室

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
民
文
化
会
館

　
☎
32
‐
１
４
１
１

◎
企
画
写
真
展
「
甲
州
四
季
の
移
ろ
い
」

　
甲
州
市
文
化
協
会
写
真
部
（
塩
山
）
と
協

賛
し
、
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。
移
ろ
う
季

節
か
ら
甲
州
市
の
美
し
さ
を
感
じ
て
く
だ
さ

い
。

■
期　
間　

　
６
月
２
日
（
火
）
～
６
月
21
日
（
日
）

■
時　
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
休
館
日　
月
曜
日
、
祝
日

■
場　
所

　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
歴
史
民
俗
資
料
室

■
主　
催　
甲
州
市
民
文
化
会
館

■
協　
賛

　
甲
州
市
文
化
協
会　
写
真
部
（
塩
山
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
民
文
化
会
館

　
☎
32
‐
１
４
１
１

山
梨
県
俳
句
大
会
作
品
募
集
に

つ
い
て

　
山
梨
県
下
全
市
町
村
文
化
協
会
の
俳
句
部

連
携
に
よ
る
山
梨
県
俳
句
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
こ
の
大
会
の
開
催
に
伴
い
、
作
品
募

集
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
者

　
県
内
在
住
者
（
高
校
生
以
上
）

※
高
校
生
大
歓
迎

■
投
句
内
容

　
一
人
５
句
（
四
季
雑
詠
、
未
発
表
）

■
参
加
費

　
一
般
２
千
円
、
高
校
生
千
円

　
（
郵
便
振
替
口
座
利
用
）

■
募
集
期
間

　
６
月
１
日
（
月
）
～
７
月
31
日
（
金
）

■
表
彰
と
講
演　

　
10
月
12
日
（
月
）　
午
後
１
時
30
分　

　
山
梨
県
立
図
書
館

　
演
題｢

秋
の
俳
句
を
味
わ
う｣

　
―
飯
田
蛇
笏
を
中
心
に
―

　
講
師　
井
上　
康
明　
氏

　
（
山
梨
日
日
新
聞
選
者
）

■
投
句
方
法

　
要
領
に
添
付
の
投
句
用
紙
に
記
入
し
、
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。（
※
要
領
は
甲
州
市
民
文

化
会
館
内　
生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
。）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
県
俳
句
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　
上
野　
欽
也

　
☎
０
５
５
１
‐
２
２
‐
８
７
２
７

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
社
会
教
育
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
７

や
ま
な
し
男
（
ひ
と
）
と
女
（
ひ

と
）
と
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

■
日　
時　
６
月
14
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分

■
場　
所　
甲
府
市
総
合
市
民
会
館

　
　
　
　
　
（
甲
府
市
青
沼
３
‐
５
‐
４
４
）

■
基
調
講
演　

　
石
阪　
督
規　
氏
（
東
京
未
来
大
学
教
授
）

■
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
石
阪　
督
規　
氏
、
泉　
弘
恵　
氏
、

　
西
田　
遙　
氏
、
堀
内　
伸
浩　
氏

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
県
県
民
生
活
・
男
女
参
画
課

　
☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
３
５
８
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釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
だ
よ
り

■
開
館
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
閉
館
30
分
前
ま
で
）

○
休
館
日　
火
曜
日

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生　
２
０
０
円

　
小
中
高
生　
　
　
１
０
０
円

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
☎
０
５
５
３
‐
47
‐
３
３
３
３

企
画
展
「
東
土
会　
絵
画
展
」

　
笛
吹
市
在
住
者
を
中
心
と
し
た
絵
画
団
体

の「
東
土
会
」に
よ
る
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

油
彩
・
水
彩
・
日
本
画
で
描
か
れ
た
四
季
折
々

の
風
景
や
静
物
、
動
物
な
ど
の
絵
画
を
展
示

い
た
し
ま
す
。

▼
開
催
期
間　

　
６
月
11
日
（
木
）
～
６
月
29
日
（
月
）

花
か
ご
を
作
ろ
う

　
大
切
な
家
族
に
花
か
ご
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

よ
う
！
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
で
か
ご
を
作
り

　
か
ん
た
ん
な
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

を
し
ま
す
。

■
開
催
日　
６
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～

■
参
加
費　
５
０
０
円
（
材
料
費
）

■
定　
員　
20
名　
要
申
込
み

　
（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
）

■
持
ち
物

　
５
０
０
ｍ
ℓ
の
空
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
よ
く

洗
っ
て
く
る
）

あ
ん
ぎ
ん
編
み
コ
ー
ス
タ
ー
作
り

　
あ
ん
ぎ
ん
編
み
は
別
名
縄
文
編
み
と
も
呼

ば
れ
、
布
目
の
つ
い
た
粘
土
が
京
原
遺
跡
で

出
土
し
て
い
ま
す
。
あ
ん
ぎ
ん
編
み
で
約
10

ｃ
ｍ
四
方
の
コ
ー
ス
タ
ー
を
作
り
ま
す
。

▼
開
催
日　
６
月
27
日
（
土
）

▼
開
催
時
間　
午
前
10
時
～

▼
参
加
費　
２
０
０
円
（
材
料
費
）

▼
定　
員　
20
名
（
先
着
順
）

＊
小
学
校
３
年
生
以
下
は
保
護
者
の
方
と
一

　
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。

【
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
利
用
券
／
釈
迦
堂
パ
ス

ポ
ー
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
】

　

市
内
在
住
の
小
学
生
は
利
用
券
提
示
で
、

本
人
と
同
伴
の
ご
家
族
が
入
館
無
料
に
な
り

ま
す
。

【
釈
迦
堂
ふ
ぁ
ん
ク
ラ
ブ
募
集
中
】

　

釈
迦
堂
ふ
ぁ
ん
ク
ラ
ブ
会
員
（
年
会
費

１
０
０
０
円
）
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
会
報

年
４
回
程
度
、
１
年
間
入
館
無
料
。

夏
は
海
で
遊
ぼ
う
！

甲
州
市
民
「
海
の
家
」
を
開
設

■
海
の
家

　
静
岡
県
牧
之
原
市

　
相
良
・
静
波
海
水
浴
場

■
期　
間

　
７
月
４
日
（
土
）
～
８
月
25
日
（
火
）

■
対
象
者

　
甲
州
市
に
住
所
を
有
す
る
満
２
歳
以
上
の

　
方　
（
申
込
順
に
４
５
０
名
）

甲州市民「海の家」
※指定施設（市外局番０５４８）

◦相良地区◦
　大　沢（民宿）	 ☎５８‐１２８７
　美宇良（民宿）	 ☎５２‐０１９０
　田　沼（民宿）	 ☎５２‐４０４０
　文　一（民宿）	 ☎５２‐１５４３
　もりまさ（民宿）	 ☎５２‐１５２６
　海まで０分の宿　海岸通り（ペンション）
	 ☎５２‐１３６３
　リリカル（ペンション）	 ☎５２‐６８８８
　むぎわらぼうし（ペンション）	 ☎５２‐０１５１
　おじろ（ビジネスホテル）	 ☎５２‐３２４７
　大漁苑（旅館）	 ☎５８‐１８１１
　なかたに（旅館）	 ☎５２‐０２９６
　大とく屋（旅館）	 ☎５２‐００５５
◦榛原地区◦
　東　海（民宿）	 ☎２２‐１２９３
　オーシャンビューはまゆう（民宿）
	 ☎２２‐１２１０
　セイラーズ（ペンション）	 　☎２２‐６５１１
　はちぼし（旅館）	 ☎２２‐６６８８
　わかき家（旅館）	 ☎２２‐０３３１
　若　草（旅館）	 ☎２２‐０４９１
　静波リゾートスウィングビーチ（ホテル）
	 ☎２２‐１７１７

■
宿
泊
利
用
予
約

①
事
前
予
約
を
し
ま
す
。

　

６
月
１
日
（
月
）
か
ら
直
接
、
指
定
施
設

　
ま
た
は
牧
之
原
市
観
光
協
会
☎
０
５
４
８

　
‐
２
２
‐
５
６
０
０
に
電
話
で
予
約
し
て

　
く
だ
さ
い
。

②
予
約
後
、
牧
之
原
市
観
光
協
会
か
ら
申
込

　
受
付
表
（
予
約
通
知
）・
申
請
書
が
郵
送
さ

　
れ
て
き
ま
す
。

③
利
用
券
の
交
付
を
受
け
ま
す
。

・
受
付
日　

　

６
月
15
日
（
月
）
～
【
土
曜･

日
曜･

祝

　
日
を
除
く
】

・
受
付
場
所　

　
市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
産
業
振
興
課

　
商
工
担
当

■
持
ち
物

　
申
請
書
／
申
込
受
付
表
（
予
約
通
知
）
／

　
印
鑑
／
利
用
者
す
べ
て
が
甲
州
市
民
で
あ

　
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
（
保
険
証
等
）

■
そ
の
他

　
宿
泊
施
設
到
着
時
に
利
用
券
使
用
者
で
あ

　
る
こ
と
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

利
用
料
金
、
内
容
お
よ
び
予
約
の
延
期
・

　
取
消
し
等
に
つ
い
て
は
、
予
約
先
の
宿
泊

　
施
設
に
充
分
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
宿
泊
利
用
料
金
は
、
甲
州
市
民
は
宿
泊
者

　
に
対
し
て
、
一
人
１
泊
に
つ
き
３
，
０
０

　
０
円
を
助
成
し
ま
す
（
利
用
券
の
交
付
）

　
た
だ
し
、
一
人
２
泊
ま
で
と
し
ま
す
。
利

　
用
券
分
を
差
引
い
た
金
額
を
お
支
払
い
く

　
だ
さ
い
。

　
利
用
券
は
、
換
金
で
き
ま
せ
ん
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課　
商
工
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
２
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30

　
つ
い
て

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
内
容
に
つ
い
て

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
・
保
険
に
つ
い
て

■
対　
象　
子
育
て
支
援
に
興
味
の
あ
る
方

■
受
講
料　
無
料

■
締
切
日　
6
月
15
日
（
月
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
44
‐
２
６
１
２

児
童
セ
ン
タ
ー
・
イ
ベ
ン
ト

○
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー
○

■
内　
容　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
「
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
な
が
ら
親
子
で
ゆ
っ
く
り

　
肌
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
も
う
」

■
日　
時　
６
月
18
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

■
場　
所　
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

■
対　
象　
１
歳
以
下
の
子
と
親

■
持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル

■
参
加
料　
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
33
‐
７
９
０
０

○
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー
○

■
内　
容　
工
作
あ
そ
び

　
「
シ
ー
ル
遊
び
を
し
よ
う
」い
ろ
い
ろ
な
形・

　
色
シ
ー
ル
を
ペ
タ
ペ
タ
貼
ろ
う

■
日　
時　
６
月
11
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

■
場　
所　
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

■
対　
象　
未
就
園
の
親
子

■
持
ち
物　
汚
れ
て
も
良
い
服
装
で
お
越
し

　
　
　
　
　
く
だ
さ
い
。

■
参
加
料　
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
33
‐
７
８
０
０

○
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館
○

■
内　
容　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
「
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
な
が
ら
親
子
で
ゆ
っ
く
り

　
肌
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
も
う
」

■
日　
時　
６
月
25
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

■
場　
所　
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

■
対　
象　
１
歳
以
下
の
子
と
親

■
持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル

■
参
加
費　
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

　
☎
44
‐
３
７
２
３

〜
子
育
て
支
援
に
関
心
の
あ
る

方
へ
〜　

育
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
へ
の
お
誘
い
！

　
妊
婦
さ
ん
や
子
育
て
中
の
方
が
学
級
な
ど

に
参
加
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
会

場
で
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
す
る
た
め
の
育

児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

　
次
の
日
程
で
講
習
会
お
よ
び
内
容
説
明
を

行
い
ま
す
。
子
育
て
支
援
に
興
味
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

■
日　
時　
6
月
24
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

■
場　
所

　
甲
州
市
塩
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
１
階　
多
目
的
ホ
ー
ル

■
内　
容　

１
、
講
習
会

・
「
知
っ
て
ほ
し
い　
今
ど
き
の
子
育
て
事

　
情　
〜
甲
州
市
の
母
子
保
健
の
現
状
及
び

　
取
り
組
み
に
つ
い
て
〜
」

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
得
と
役
割

２
、
育
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
協
力
依
頼
に

年間に数日でもご協力い
ただける方大歓迎です♪
ぜひお気軽にご参加くだ
さい！

夏を楽しむ！
　その前に・・・熱中症対策を学ぶ
＊暑さを避けましょう。
＊服装を工夫しましょう。
＊汗をかいたら、水分と適度な塩分を補給し　
　ましょう。
＊急に暑くなった日は注意しましょう。
＊体調が悪い日は無理しない。
＊エアコン・扇風機などを上手に使いましょう。

◆ 甲 州 市 ◆
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無
料
法
律
相
談

■
日　
時　
６
月
15
日
（
月
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
５
時

■
場　
所　
勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー　
２
階

　
　
　
　
　
会
議
室
Ａ

■
対　
象　
甲
州
市
民

■
定　
員　
７
名
（
相
談
者
１
名
に
つ
き
30

　
　
　
　
　
分
以
内
）

※
こ
の
無
料
法
律
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で

　
す
。

　

６
月
５
日
（
金
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
予

　
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

・
な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設
け

　
る
た
め
、
回
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く

　
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

無
料
法
律
相
談
（
休
日
）

　
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
平
日
は
忙

し
く
て
相
談
に
行
け
な
い
と
い
う
方
に
、
休

日
無
料
法
律
相
談
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
悩

み
ご
と
の
あ
る
方
は
電
話
に
て
申
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
日　
時　
６
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
12
時
20
分　

■
場　
所　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
２
階

　
　
　
　
　
第
１
会
議
室

■
対　
象　
市
内
在
住
者

■
定　
員　
５
名
（
相
談
者
１
人
に
つ
き
40

　
　
　
　
　
分
以
内
）

※
こ
の
無
料
法
律
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で

　
す
。

　

６
月
８
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
電

　
話
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
無
料
法
律
相
談
事
務
局

　
☎
44
‐
２
６
１
２

無
料
消
費
生
活
相
談

　
市
で
は
、
専
門
家
に
よ
る
多
重
債
務
な
ど
、

消
費
生
活
に
関
す
る
無
料
相
談
を
開
設
し
ま

す
。

■
日　
時　
６
月
25
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
の
部　
午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
　
　
午
後
の
部　
午
後
１
時
～
４
時

■
場　
所　
市
役
所
本
庁
舎　
１
階

　
　
　
　
　
市
民
相
談
室

■
対　
象　
甲
州
市
民

■
定　
員　
12
名
（
相
談
者
１
名
に
つ
き
30

　
　
　
　
　
分
以
内
）

■
内　
容　
消
費
生
活
関
連
、
架
空
請
求
、　

　
　
　
　
　

訪
問
販
売
等
に
関
す
る
消
費
者

　
　
　
　
　
保
護
手
続
、サ
ラ
金
、多
重
債
務
、

　
　
　
　
　
相
続
、
遺
言
、
労
働
契
約
な
ど

※
こ
の
無
料
消
費
生
活
相
談
は
、
完
全
予
約

　
制
で
す
。

・
６
月
５
日
（
金
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
予

　
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

・
相
談
す
る
事
項
を
よ
く
整
理
し
、
関
係
書

　
類
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

合
同
相
談

■
日　
時　
６
月
11
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

■
場　
所　
市
役
所
本
庁
舎　
２
階

　
　
　
　
　
第
１
会
議
室

■
対　
象　
甲
州
市
民

※
こ
ち
ら
の
相
談
会
は
予
約
不
要
で
す
。

　
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
毎
月
開
催
し
て

　
い
ま
す
。
行
政
、
人
権
、
家
庭
の
こ
と
で

　
お
悩
み
の
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利

　
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

勝
沼
・
大
和
地
域
行
政
相
談

■
日　
時　
６
月
19
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

■
場　
所

　
勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー　
２
階　
会
議
室
Ａ

■
対　
象　
甲
州
市
民

※
こ
ち
ら
の
相
談
会
は
予
約
不
要
で
す
。

　
行
政
に
関
わ
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、　

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

夏
の
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」

の
相
談
会

　
お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」「
こ
と
ば
」
の
こ

と
で
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
少
し
で
も
不

安
の
あ
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
専
門
の
教
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
期　
間　
７
月
12
日
（
日
）
～
14
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
対　
象　
０
歳
児
か
ら
大
学
生
ま
で

■
相
談
内
容　

①
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
関
す
る
悩

　
み
の
相
談

②
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安
の
あ

　
る
お
子
さ
ま
へ
の
か
か
わ
り
方
に
つ
い
て

　
（
育
児
相
談
）

③
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安
の
あ

　
る
お
子
さ
ま
の
生
活
や
学
習
に
つ
い
て（
教

　
育
相
談
）

④
聴
力
測
定

⑤
補
聴
器
相
談

■
申
込
方
法

　

７
月
８
日
（
水
）
ま
で
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相
談
支

　
援
セ
ン
タ
ー
」（
手
塚
）

　
☎
22
‐
１
３
７
８

　
ＦＡＸ
22
‐
６
４
１
９
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介
護
者
の
会

『
四
つ
葉
の
会
』
例
会
の
お
知
ら
せ

■
日　
時　
６
月
10
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

■
内　
容　
介
護
者
同
士
の
交
流
会

■
場　
所　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
２
階

　
　
　
　
　
第
２
会
議
室

■
対　
象　
会
員
、
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る

　
　
　
　
　

方
、
介
護
に
つ
い
て
関
心
の
あ

　
　
　
　
　
る
方

■
申
込
方
法

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、６
月
５
日（
金
）

　
ま
で
に
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　
参
加
に
あ
た
り
、
交
通
手
段
に
お
困
り
の

　
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
）

　
☎
32
‐
５
６
０
０

も
の
忘
れ
相
談　

　
も
の
忘
れ
に
対
す
る
不
安
か
ら
、
も
の
忘

れ
の
あ
る
方
へ
の
対
応
方
法
ま
で
何
で
も
結

構
で
す
。
専
門
医
が
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
６
月
19
日
（
金
）
午
後
３
時
～

※
こ
の
相
談
は
、
無
料
・
完
全
予
約
制
で
す
。

　

６
月
17
日
（
水
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

　
だ
さ
い
。

　
毎
月
第
３
金
曜
日
に
も
の
忘
れ
相
談
を
行

　
っ
て
い
ま
す
。

■
場　
所　
市
役
所
本
庁
舎　
１
階

　
　
　
　
　
市
民
会
議
室
Ｂ

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）

　
☎
32
‐
５
６
０
０

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

　
山
梨
県
障
害
者
相
談
所
で
は
、
肢
体
が
不

自
由
な
方
を
中
心
と
し
た
医
学
的
判
定
、
義

肢
、
車
い
す
等
の
補
装
具
の
相
談
、
身
体
障

害
全
般
に
関
し
て
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
な
お
、
相
談
は
原
則
予
約
制
に
な
り
ま
す

の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、
山
梨
県
障
害
者

相
談
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
６
月
17
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
　
（
受
付
は
午
前
11
時
30
分
ま
で
）

■
場　
所　
市
役
所
本
庁
舎　
２
階

　
　
　
　
　
第
１
会
議
室

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
県
障
害
者
相
談
所

　
身
体
障
害
者
相
談
ス
タ
ッ
フ

　
☎
０
５
５
‐
２
５
４
‐
８
６
７
２

　
ＦＡＸ
０
５
５
‐
２
５
４
‐
８
６
７
５

知
的
障
害
者
巡
回
相
談

　
療
育
手
帳
の
判
定
、
各
種
制
度
に
つ
い
て

の
相
談
な
ど
、
知
的
障
害
者
に
対
す
る
更
生
・

援
護
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
な
お
、
相
談
は
完
全
予
約
制
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
６
月
16
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
　
　
　
　
（
受
付
は
午
前
10
時
～
正
午
ま
で
）

■
場　
所　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
２
階

　
　
　
　
　
第
１
，
２
，
３
会
議
室

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
県
障
害
者
相
談
所

　
知
的
障
害
者
相
談
ス
タ
ッ
フ

　
☎
０
５
５
‐
２
５
４
‐
８
６
７
４

障
害
者
生
活
支
援
相
談

時
間
外
相
談
日
（
予
約
制
）

　
平
日
の
日
中
は
忙
し
く
て
市
役
所
ま
で
行

け
な
い
と
い
う
方
、
電
話
・
来
所
に
て
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
す
べ
て
の
日
程
で
予
約
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
時
間
外
相
談
日
〕

■
日　
時　

　
水
曜
日
（
午
後
５
時
15
分
～
７
時
）

　
６
月
３
日
、
10
日
、
17
日
、
24
日

　
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
午
後
４
時
）

　
６
月
６
日
、
13
日
、
20
日
、
27
日

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５

　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相

談
（
予
約
制
）

　
障
害
を
持
つ
人
の
悩
み
は
同
じ
障
害
を
持

つ
人
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
す
。

　
経
験
を
積
み
重
ね
た
障
害
者
自
身
が
、
同

じ
立
場
に
た
っ
て
悩
み
を
聞
き
相
談
に
の
り

ま
す
。
１
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
視
覚　
石
原　
テ
ル　
氏

　
　
　
　
☎
33
‐
２
４
８
９

■
聴
覚　
遠
藤　
養
蔵　
氏

　
　
　
　
ＦＡＸ
33
‐
９
１
９
２

■
肢
体　
羽
村　
千
鶴　
氏
（
肢
体
）

　
　
　
　
☎
32
‐
１
２
２
４

　
　
　
　
中
村　
安
孝　
氏
（
脳
原
性
）

　
　
　
　
☎
44
‐
２
２
４
０

■
知
的
障
害
児
保
護
者

　
　
　
　
田
中
美
津
江　
氏

　
　
　
　
☎
32
‐
２
２
４
７

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

※
相
談
日
・
時
間
帯
に
つ
い
て
、
ま
た
来
所

で
き
な
い
方
に
つ
い
て
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

障
害
者
陶
芸
教
室

　
障
害
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し
た
陶
芸

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
は
じ
め
て
の
方
で
も

丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
６
月
９
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～

■
場　
所　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

■
定　
員　
15
名
程
度

■
参
加
費　
材
料
費　
１
０
０
円

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７
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「
こ
こ
ろ
の
専
門
相
談
」
の

お
知
ら
せ

　
心
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
ご
家

族
の
相
談
に
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
応
じ
ま
す
。

来
所
で
き
な
い
場
合
は
ご
自
宅
等
へ
の
訪
問

も
可
能
で
す
の
で
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※
こ
の
相
談
は
完
全
予
約
制
で
す

〔
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談
〕

■
日　
時　
６
月
17
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

■
締
切
日

　
６
月
10
日
（
水
）
ま
で

〔
臨
床
発
達
心
理
士
に
よ
る
相
談
〕

■
日　
時

　
毎
月
第
１･

第
３
火
曜
日
の
午
前
中

■
申
し
込
み　
随
時

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

甲
州
市
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ぶ
り
っ
じ
」
開
設
し
ま
し
た

　
市
で
は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
基

づ
き
、
経
済
的
に
困
っ
て
い
る
方
な
ど
の
相

談
・
支
援
窓
口
と
し
て
、
５
月
１
日
か
ら
「
甲

州
市
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー 

ぶ
り
っ
じ
」
を
開

設
し
ま
し
た
。

■
相
談
員　
専
門
相
談
支
援
員　
２
人

■
場　
所

　
甲
州
市
塩
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
（
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
９
７
７
‐
５
）

■
対
象
者

　
市
内
在
住
で
「
働
き
た
く
て
も
働
け
な
い
」

　
「
住
む
と
こ
ろ
が
な
く
な
り
そ
う
」
な
ど
、

　
生
活
す
る
う
え
で
お
困
り
の
方
。

※
生
活
保
護
受
給
者
を
除
き
ま
す
。

■
相
談
・
支
援
内
容

　
相
談
内
容
に
応
じ
て
、
各
機
関
や
専
門
機

　
関
と
連
携
を
図
り
、
対
象
と
な
る
本
人
と

　
相
談
員
が
一
緒
に
解
決
策
を
考
え
て
い
き

　
ま
す
。

※
具
体
的
な
例

・
日
常
生
活
で
抱
え
る
課
題
の
相
談
・
整
理

・
同
行
支
援
な
ど
寄
り
添
い
型
の
支
援

・
地
域
に
お
け
る
見
守
り
体
制
の
構
築
な
ど

■
相
談
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

■
そ
の
他

・
相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

・
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー 

ぶ
り
っ
じ

　
☎
32
‐
６
０
５
０

医
療
・
介
護
の
お
悩
み
相
談
所

〜
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｋ　
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ

　
　
　
　
　
ぶ
れ
い
く
た
い
む
〜

　
ち
ょ
っ
と
一
息
入
れ
て
、
介
護
の
疲
れ
を

癒
し
ま
せ
ん
か
？

■
日　
時

　
６
月
27
日
（
土
）

　
午
後
２
時
～
午
後
３
時
30
分

■
場　
所

　
甲
州
市
民
文
化
会
館

　
第
２
研
修
室

■
内　
容　

・
第
１
部

　

講
演
会
「
認
知
症
は
怖
く
な
い
！　
　
　

　
～
正
し
く
知
ろ
う
認
知
症
～
」

　
講
師　
高
野　
順
子　
氏
（
看
護
師
）

・
第
２
部

　
参
加
者
同
士
の
お
悩
み
相
談
会
・
交
流
会

■
対　
象

　
介
護
し
て
い
る
方
、
今
後
介
護
の
予
定
の

あ
る
方
な
ど
、
ど
な
た
で
も
無
料
で
参
加
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。

■
協　
賛　
介
護
支
援
課

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
医
療
法
人　
石
和
温
泉
病
院

　
☎
０
５
５
‐
２
６
３
‐
０
１
１
１

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ご
案
内

 　
山
梨
県
立
盲
学
校
で
は
、
視
覚
障
が
い
教

育
に
関
す
る
一
層
の
ご
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、「
山
梨
県
立
盲
学
校　
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス　

２
０
１
５
」
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

■
開
催
日

　
６
月
27
日
（
土
）

■
場　
所

　
山
梨
県
立
盲
学
校

　
（
甲
府
市
下
飯
田
２
‐
１
０
‐
２
）

■
参
加
対
象

・
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
幼
児
児
童
生
徒
、　

　
成
人
お
よ
び
保
護
者

・
教
育
・
福
祉
関
係
及
び
視
覚
障
が
い
教
育

　
に
関
心
の
あ
る
方
々

・
本
校
へ
の
入
学
を
検
討
し
て
い
る
方
と
そ

　
の
家
族
及
び
関
係
者　
等

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
県
立
盲
学
校

　
白
倉　
明
美　
　
保
坂
秀
次
郎

　
☎
０
５
５
‐
２
２
６
‐
３
３
６
１

　
ＦＡＸ
０
５
５
‐
２
２
６
‐
３
３
６
２

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http
://w

w
w
.ysvi.kai.ed

.jp
/

　平成２４年度からの継続事業として、火葬炉耐火煉瓦の積み替え工事を
１炉ずつ行っております。
　今年度の工事は７月に予定しており、工事期間中３炉で業務を行うこと
になります。利用者の皆様には大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご
協力をお願いいたします。
　なお、通夜・告別式については、通常通りご利用いただけます。

◆お問い合わせ先
　東山梨行政事務組合　東山聖苑
　〒 405-0006　山梨市小原西 562番地
　☎ 20-8130　　FAX22-6821　　HP　http://www.ey119.jp/

東
山
聖
苑
か
ら
の
お
知
ら
せ



平成 27年 6月
34

不動産無料相談
■日　時　6 月 18 日（木）午後１時～３時
■場　所　杜の交流館（峡東森林組合）
　　　　　☎３３ ‐ ２９０１
◆申し込み・お問い合わせ先
　　　（社）山梨県宅地建物取引業協会　相談室
　　　　　☎０５５ ‐ ２４３ ‐ ４３０４

温かな善意ありがとうございました
◎大和保育所へ
　・絵本、図鑑、ブロックの寄付
　　図書館友の会

市の人口 ※平成２７年５月１日現在
（　　）内前月比

	 人口	 33,503人	 （± 0人）
	 男	 16,195人	 （－ 2人）
	 女	 17,308人	 （＋ 2人）
	 世帯	 13,249世帯	（＋ 24人）

日下部警察署・各種防犯団体

下校時間帯に
子どもの見守り活動を

みんなでつくろう安全・安心のまち

【二輪車事故多発！】
　行楽シーズンは二輪車の関係する事故の多発が懸念
されます。
事故の原因となりやすいのは・・・

★交差点やカーブで多発！
　○脇道からの進入車両に注意しましょう
　○一時停止など安全確認を確実に
　○速度の出し過ぎに注意しましょう
★悪天候時には特に注意！
　○急ハンドル・急発進はしないようにしましょう
　○晴天時より減速し、車間距離を十分にとりましょう
★ツーリングの注意！
　○コースや休憩場所はあらかじめ決めておきましょう
　○集団走行時は互い違いに位置する
　○先頭の人は速度を控えめに走りましょう

車両の左を
追い越そうとしたら・・・

交差点を
直進したら・・・

カーブで速度を
出し過ぎて・・・

利殖勧誘サギに注意！
利殖勧誘サギとは !?

�手持ち資産を運用して少しでも多くの利益を得た
いという、消費者の利殖願望につけ込んで、「元本
保証」「値上がり確実」「必ず儲かる」等利殖にな
ることを強調して、「未公開株」「社債」「外国の通
貨」「商品先物取引」「事業への投資話」等、日頃
なじみの薄い利殖話を勧めて多額の現金を騙し取
る悪徳商法の一種です。

利殖勧誘の種類
＊未公開株・社債の購入勧誘
＊外貨取引の購入勧誘
＊商品先物取引の購入勧誘
＊事業への投資話の勧誘

「儲け話」「投資」「外国通貨」「社債」「株」「原油」「水
資源」「金」などのキーワードに気をつけて！

悪質商法の被害に遭わないための
ポイント「悪質業者は、う・そ・つ・き！」
う	 うまい話を信用しない！
	 うまい話、絶対儲かる話には、
	 必ず大きな落とし穴。
そ	 そうだんする！
	 一人で判断せず、
	 家族・知人・相談機関に相談を。
つ	 つられて返事をしない！すぐに契約しない！
	 悪質業者は、言葉巧みに
	 すぐ契約するよう迫ってきます。
き	 きっぱり！はっきり！断る！
	 あいまいな返事をせず、
	 キッパリ、ハッキリ、断る。

おかしいな、と思ったら、
まず相談してみてください。
日下部警察署　生活安全課
☎０５５３ ‐ ２２ ‐ ０１１０
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『どうぶつまぜこぜあそび』
絵本原画展

☆日時　６月 3 日（水）～7月 30 日（木）
☆会場　甘草屋敷子ども図書館
「カンガルーとパンダが
まぜこぜになったら ･･･
なんになる？？」
子どもも大人も大爆笑！
な絵本の原画展です♪

知的書評合戦ビブリオバトル
IN  塩山⑤

☆日時　６月13 日（土）午後 5 時３０分～
☆会場　塩山図書館
子どもから大人まで楽しめる本の紹介合戦！
チャンピオンを決めるのは、観覧者の皆さんで
す！今回もどんな熱いバトルが繰り広げられる
のかお楽しみに！（観覧自由）

塩山図書館「としょかんまつり」
☆日時　7月 5 日（日）午後１時３０分～
☆会場　甲州市民文化会館　２階　大会議室
☆内容　・図書館職員による紙芝居やペープサートと手あそびタイム
　　　　・絵本作家のドーリーちゃんによる読み聞かせとワークショップ
☆対象　幼児～小学校低学年
☆申し込み　６月２８日（日）までに、塩山図書館まで。

図書館七夕イベントのご案内
☆日時　６月 27日（土）～7月7日（火）
市内の各図書館内にある笹にお願い事や七夕飾
りをつるしてみませんか？
期間中はどなたでも参加できます。一緒に飾り
付けを楽しんでください♪

まーの・あ・まーの　おはなし会
☆日時　６月 20 日（土）午前 10 時 30 分～
☆会場　勝沼図書館
☆内容　手話による絵本の読み聞かせ
　　　　アニマシオン

勝沼図書館蔵書点検のお知らせ
☆日時　６月1日（月）から12 日（金）まで
蔵書点検作業のため休館させていただきます。

勝沼図書館ワークショップ
さわこさんがやってくる！夏休み「大」工作教室！
☆日時　7月 25 日 ( 土 ) 午後２時〜
☆会場　勝沼図書館　視聴覚室
☆定員　４０名 (小学生のみ )
※６月２７日より勝沼図書館にて受付開始
☆内容　造形作家・丸林さわこさんがやって
くる！特別な
キットを使っ
て、浮かぶ・
動く・かっこ
いい、船を作っ
ち ゃ お う！
（参加費１人
５００円）

塩山図書館ワークショップ
「カバーがバッグ？！」

☆日時　7月 20 日（月・祝）
☆会場　甲州市民文化会館　音楽室
☆定員　（各回要申込み）
　　＊ 1回目→午後 2時～３時	 20 名
　　＊ 2回目→午後 3時半～ 4時半	 20 名
☆内容　協力：好学社
　本物のレオ・レオニ絵本
のカバーを使って、幼児（保
護者同伴）から一般の方ま
で簡単にできるバッグを作
ります。
★ 6月 1 日 10 時より塩山
図書館にて申込み受付開始。

★お問い合わせ先★
　勝沼図書館	 ☎４４‐３７４６
　塩山図書館	 ☎３２‐１５０５
　大和図書館	 ☎４８‐２９２１
　甘草屋敷子ども図書館	 ☎３３‐５９２６

サトシン・文
ドーリー・絵
そうえん社

図書館ＨＰ　http://www.lib -koshu.jp/



◆お申し込み・お問合せ
　政策秘書課　秘書・広聴広報担当　TEL32-5063
　ホームページアドレス http://www.city.koshu.yamanashi.jp
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〒 404-8501　山梨県甲州市塩山上於曽 1085番地 1　☎ 0553-32-2111　FAX 0553-32-1818

小
お

川
がわ

 悠
ゆう

吏
り

くん（７歳）

莉
り

央
お

ちゃん（４歳）・礼
れい

くん（２歳）

３人で一緒に遊ぶことも多くなり
ました♪これからも仲良しの３人
でいてね♡
父・壮太さん、母・亜希さん

（上於曽）

ゆうごくん♡ゆずきちゃん♡と呼
び合う仲良しな２人。ずっと仲良
しな兄妹でいてね♡
父・和弘さん、母・有貴穂さん

（千野）

ケンカもするけど何かあった時には姉弟
一致団結する所、わがやの宝物だよ♡こ
れからも３人で力を合わせてね！
父・和仁さん、母・郁恵さん

（上於曽）

「わが家のスター」では、元気なお子さんの写真を募集しています。
ご両親のコメントを添えて広報担当までお申し込みください。

相
あい

原
はら

 悠
ゆう

吾
ご

くん（６歳）

　　 柚
ゆず

希
き

ちゃん（３歳）

西
にし

矢
や

 有
ゆ

来
ら

ちゃん（１１歳）

梨
り

来
ら

ちゃん（１０歳）・仁
と

来
き

くん（８歳）

わが家のスター


